
 

シンポジウム

治療的グループホーム、ファミリーホ

－ムの実践報告と課題

 

日時：

場所：

シンポジスト１：森和子（

京学院大学）

財団の年長児のための家庭的環境の治療的

ケアの調査報告」

シンポジスト２：吉田菜穂子（吉田ホーム

専門里親）「年長里子たちとのありのままの

生活」

コメントと関連講演：

通訳：

司会：早稲田大学里親研究会代表

記録編集：開原久代

配布資料：

とづいた里親ケアのモデル」２．「トラウマ

を背負った子どもたちと心をかよわせるに

は」 

里親のリクルート」（以上

料を開原久代翻訳）

司会 

療的グループホーム、ファミリーホ－ムの

実践報告と課題」

シンポジウム 

治療的グループホーム、ファミリーホ

－ムの実践報告と課題

日時：2013 年 10 

13:00～17:

場所：早稲田大学（新宿区）２２号館

シンポジスト１：森和子（

京学院大学）「オーストラリア

財団の年長児のための家庭的環境の治療的

ケアの調査報告」

シンポジスト２：吉田菜穂子（吉田ホーム

専門里親）「年長里子たちとのありのままの

生活」 

コメントと関連講演：

通訳： 辻 直美

司会：早稲田大学里親研究会代表

平田修三（研究協力者）

編集：開原久代

配布資料：１．「エビデンス情報と成果にも

いた里親ケアのモデル」２．「トラウマ

を背負った子どもたちと心をかよわせるに

 ３．英国マニュアル「英国における

里親のリクルート」（以上

料を開原久代翻訳）

 平田修三：

療的グループホーム、ファミリーホ－ムの

実践報告と課題」

  
治療的グループホーム、ファミリーホ

－ムの実践報告と課題 

10 月 26 日（土）

17:20 

早稲田大学（新宿区）２２号館

シンポジスト１：森和子（研究分担者：

「オーストラリア

財団の年長児のための家庭的環境の治療的

ケアの調査報告」 

シンポジスト２：吉田菜穂子（吉田ホーム

専門里親）「年長里子たちとのありのままの

コメントと関連講演：Patrick Tomlinson

直美（吉香ｋｋ）

司会：早稲田大学里親研究会代表

平田修三（研究協力者）

編集：開原久代 

１．「エビデンス情報と成果にも

いた里親ケアのモデル」２．「トラウマ

を背負った子どもたちと心をかよわせるに

３．英国マニュアル「英国における

里親のリクルート」（以上 Tomlinson

料を開原久代翻訳） 

：それではシンポジウム

療的グループホーム、ファミリーホ－ムの

実践報告と課題」を始めさせていただきま

治療的グループホーム、ファミリーホ

日（土） 

早稲田大学（新宿区）２２号館 510

研究分担者：

「オーストラリア Lighthouse 

財団の年長児のための家庭的環境の治療的

シンポジスト２：吉田菜穂子（吉田ホーム

専門里親）「年長里子たちとのありのままの

Patrick Tomlinson

（吉香ｋｋ） 

司会：早稲田大学里親研究会代表  

平田修三（研究協力者） 

１．「エビデンス情報と成果にも 

いた里親ケアのモデル」２．「トラウマ 

を背負った子どもたちと心をかよわせるに 

３．英国マニュアル「英国における 

Tomlinson 氏資 

それではシンポジウム「治

療的グループホーム、ファミリーホ－ムの

を始めさせていただきま
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治療的グループホーム、ファミリーホ

510 

研究分担者：文

Lighthouse 

財団の年長児のための家庭的環境の治療的

シンポジスト２：吉田菜穂子（吉田ホーム

専門里親）「年長里子たちとのありのままの

Patrick Tomlinson 

 

 

 

「治

療的グループホーム、ファミリーホ－ムの

を始めさせていただきま

す。私は本日、司会と進行を務めさせてい

ただく平田です。本日は天候の悪いなか足

を運んでいただきどうもありがとうござい

ます。本日は前のスライドに映し出してい

るような順番でプログラムを進めていきま

す。最初にプロジェクト代表の挨拶をして

いただいた後で、続いて

和子先生より

財団の年長児のための家庭的環境の治療的

ケアの調査報告」

り、続いて、

んから

活」

２０分程休憩をとりまして。最後のプログ

ラムでは今日発表してくださる全員の方に

前に登壇していただいて、パトリック先生

を中心にシンポジストへの

講演

めていきたいと思います。それでは最初に

プロジェクト代表挨拶、開原先生、よろし

くお願いいたします。

 

開原

天候の中をおいでいただき、本当にありが

とうございます。今、大変幸運なことに台

風が

日ごろの心がけが神様に通じたのかなと喜

んでおります。昨年もこちらの早稲田大学

里親研究会と共催で講演会を開催しました

が、私どもは３年間の厚労省科研費研究で、

難しい子どもを育てている里親家庭と施設

職員の

マの調査研究に取り組み、今年度が最終年

度となります。昨年からその道の専門家で

実務に非常に長けておられる

トムリンソン

す。私は本日、司会と進行を務めさせてい

ただく平田です。本日は天候の悪いなか足

を運んでいただきどうもありがとうござい

ます。本日は前のスライドに映し出してい

るような順番でプログラムを進めていきま

す。最初にプロジェクト代表の挨拶をして

いただいた後で、続いて

和子先生より「オーストラリア

財団の年長児のための家庭的環境の治療的

ケアの調査報告」

り、続いて、吉田ホーム

んから「年長里子たちとのありのままの生

活」の報告をしていただきます。それから

２０分程休憩をとりまして。最後のプログ

ラムでは今日発表してくださる全員の方に

前に登壇していただいて、パトリック先生

を中心にシンポジストへの

講演、質疑をしていただくような流れで進

めていきたいと思います。それでは最初に

プロジェクト代表挨拶、開原先生、よろし

くお願いいたします。

開原（プロジェクト研究代表者）

天候の中をおいでいただき、本当にありが

とうございます。今、大変幸運なことに台

風がちょっとそれたようなので、皆さんの

日ごろの心がけが神様に通じたのかなと喜

んでおります。昨年もこちらの早稲田大学

里親研究会と共催で講演会を開催しました

が、私どもは３年間の厚労省科研費研究で、

難しい子どもを育てている里親家庭と施設

職員の治療支援

マの調査研究に取り組み、今年度が最終年

度となります。昨年からその道の専門家で

実務に非常に長けておられる

トムリンソン先生をお招きして、実際にイ

す。私は本日、司会と進行を務めさせてい

ただく平田です。本日は天候の悪いなか足

を運んでいただきどうもありがとうござい

ます。本日は前のスライドに映し出してい

るような順番でプログラムを進めていきま

す。最初にプロジェクト代表の挨拶をして

いただいた後で、続いて文京学院

「オーストラリア

財団の年長児のための家庭的環境の治療的

ケアの調査報告」。そこで１０分程休憩をと

吉田ホームより

「年長里子たちとのありのままの生

の報告をしていただきます。それから

２０分程休憩をとりまして。最後のプログ

ラムでは今日発表してくださる全員の方に

前に登壇していただいて、パトリック先生

を中心にシンポジストへの

をしていただくような流れで進

めていきたいと思います。それでは最初に

プロジェクト代表挨拶、開原先生、よろし

くお願いいたします。 

（プロジェクト研究代表者）

天候の中をおいでいただき、本当にありが

とうございます。今、大変幸運なことに台

ちょっとそれたようなので、皆さんの

日ごろの心がけが神様に通じたのかなと喜

んでおります。昨年もこちらの早稲田大学

里親研究会と共催で講演会を開催しました

が、私どもは３年間の厚労省科研費研究で、

難しい子どもを育てている里親家庭と施設

治療支援のあり方という大きなテー

マの調査研究に取り組み、今年度が最終年

度となります。昨年からその道の専門家で

実務に非常に長けておられる

先生をお招きして、実際にイ

す。私は本日、司会と進行を務めさせてい

ただく平田です。本日は天候の悪いなか足

を運んでいただきどうもありがとうござい

ます。本日は前のスライドに映し出してい

るような順番でプログラムを進めていきま

す。最初にプロジェクト代表の挨拶をして

文京学院大学の森

「オーストラリア Lighthouse 

財団の年長児のための家庭的環境の治療的

。そこで１０分程休憩をと

より吉田菜穂子

「年長里子たちとのありのままの生

の報告をしていただきます。それから

２０分程休憩をとりまして。最後のプログ

ラムでは今日発表してくださる全員の方に

前に登壇していただいて、パトリック先生

を中心にシンポジストへのコメントと関連

をしていただくような流れで進

めていきたいと思います。それでは最初に

プロジェクト代表挨拶、開原先生、よろし

（プロジェクト研究代表者）：今日は悪

天候の中をおいでいただき、本当にありが

とうございます。今、大変幸運なことに台

ちょっとそれたようなので、皆さんの

日ごろの心がけが神様に通じたのかなと喜

んでおります。昨年もこちらの早稲田大学

里親研究会と共催で講演会を開催しました

が、私どもは３年間の厚労省科研費研究で、

難しい子どもを育てている里親家庭と施設

のあり方という大きなテー

マの調査研究に取り組み、今年度が最終年

度となります。昨年からその道の専門家で

実務に非常に長けておられるパトリック・

先生をお招きして、実際にイ

す。私は本日、司会と進行を務めさせてい

ただく平田です。本日は天候の悪いなか足

を運んでいただきどうもありがとうござい

ます。本日は前のスライドに映し出してい

るような順番でプログラムを進めていきま

す。最初にプロジェクト代表の挨拶をして

大学の森

Lighthouse 

財団の年長児のための家庭的環境の治療的

。そこで１０分程休憩をと

吉田菜穂子さ

「年長里子たちとのありのままの生

の報告をしていただきます。それから

２０分程休憩をとりまして。最後のプログ

ラムでは今日発表してくださる全員の方に

前に登壇していただいて、パトリック先生

コメントと関連

をしていただくような流れで進

めていきたいと思います。それでは最初に

プロジェクト代表挨拶、開原先生、よろし

今日は悪

天候の中をおいでいただき、本当にありが

とうございます。今、大変幸運なことに台

ちょっとそれたようなので、皆さんの

日ごろの心がけが神様に通じたのかなと喜

んでおります。昨年もこちらの早稲田大学

里親研究会と共催で講演会を開催しました

が、私どもは３年間の厚労省科研費研究で、

難しい子どもを育てている里親家庭と施設

のあり方という大きなテー

マの調査研究に取り組み、今年度が最終年

度となります。昨年からその道の専門家で

パトリック・

先生をお招きして、実際にイ



 

ギリスでの経験をお話しいただき。今年度

はやはりパトリックさんがいろいろ

れたオーストラリアの

研究員の森さんが調査訪問をしましたので、

今日ご報告させていただき、また日本でフ

ァミリーホームを専門里親としてとりくん

でおられる吉田さんにご報告いただき、皆

様からいろいろなご意見をいただける会と

したいのでどうぞよろしくお願いします。

 

司会：

にうつりたいと思います。

森 和子

ます、文京学院大学の森でございます。よ

ろしくお願いいたします。私は今、開原先

生にご紹介いただきましたが、オーストラ

リアの

る年長児のための家庭的環境の治療的ケア

を本年８月に

告させていただきます。スライド１枚目に

あるところがファミリーホーム

です。

ギリスでの経験をお話しいただき。今年度

はやはりパトリックさんがいろいろ

たオーストラリアの

研究員の森さんが調査訪問をしましたので、

今日ご報告させていただき、また日本でフ

ァミリーホームを専門里親としてとりくん

でおられる吉田さんにご報告いただき、皆

様からいろいろなご意見をいただける会と

したいのでどうぞよろしくお願いします。

司会：それでは続きまして、森先生の報告

にうつりたいと思います。

和子：では一番目に報告させていただき

ます、文京学院大学の森でございます。よ

ろしくお願いいたします。私は今、開原先

生にご紹介いただきましたが、オーストラ

リアの Lighthouse 

年長児のための家庭的環境の治療的ケア

を本年８月に調査

させていただきます。スライド１枚目に

あるところがファミリーホーム

です。 

ギリスでの経験をお話しいただき。今年度

はやはりパトリックさんがいろいろ

たオーストラリアの治療施設に私どもの

研究員の森さんが調査訪問をしましたので、

今日ご報告させていただき、また日本でフ

ァミリーホームを専門里親としてとりくん

でおられる吉田さんにご報告いただき、皆

様からいろいろなご意見をいただける会と

したいのでどうぞよろしくお願いします。

それでは続きまして、森先生の報告

にうつりたいと思います。 

では一番目に報告させていただき

ます、文京学院大学の森でございます。よ

ろしくお願いいたします。私は今、開原先

生にご紹介いただきましたが、オーストラ

Lighthouse 財団でおこなわれてい

年長児のための家庭的環境の治療的ケア

調査訪問いたしましたので

させていただきます。スライド１枚目に

あるところがファミリーホーム

ギリスでの経験をお話しいただき。今年度

はやはりパトリックさんがいろいろ指導さ

治療施設に私どもの

研究員の森さんが調査訪問をしましたので、

今日ご報告させていただき、また日本でフ

ァミリーホームを専門里親としてとりくん

でおられる吉田さんにご報告いただき、皆

様からいろいろなご意見をいただける会と

したいのでどうぞよろしくお願いします。

それでは続きまして、森先生の報告

 

では一番目に報告させていただき

ます、文京学院大学の森でございます。よ

ろしくお願いいたします。私は今、開原先

生にご紹介いただきましたが、オーストラ

でおこなわれてい

年長児のための家庭的環境の治療的ケア

訪問いたしましたので

させていただきます。スライド１枚目に

あるところがファミリーホーム全面の写真
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ギリスでの経験をお話しいただき。今年度

指導さ

治療施設に私どもの

研究員の森さんが調査訪問をしましたので、

今日ご報告させていただき、また日本でフ

ァミリーホームを専門里親としてとりくん

でおられる吉田さんにご報告いただき、皆

様からいろいろなご意見をいただける会と

したいのでどうぞよろしくお願いします。 

それでは続きまして、森先生の報告

 

では一番目に報告させていただき

ます、文京学院大学の森でございます。よ

ろしくお願いいたします。私は今、開原先

生にご紹介いただきましたが、オーストラ

でおこなわれてい

年長児のための家庭的環境の治療的ケア

訪問いたしましたので報

させていただきます。スライド１枚目に

の写真

こちらが研修とか対外的な窓口になってい

る、ルーシーという方と一緒に撮った写真

です。

これが事務所の中ですが、こういう絵が

あったりとても可愛らしいところです。調

査の目的としましては、オーストラリアの

Lighthouse

ラムの実践を見学するとともに実務者から

業務内容を聴取して実態把握したうえで、

日本

社会的養育を受けている子どもたちへの示

唆を得たいと考えて調査を行いました。

日本の年長児の社会的養護

この調査を行うにあたって、日本での年

長児の社会的養護はどういう状況なのかと

いうことを把握したいと考えました。いろ

いろ調べましたが、社会的養護を受けてい

る子どもたちの年齢別にあらわしたものが

この表です。

これが、ゼロ歳から１８歳以上まであり

こちらが研修とか対外的な窓口になってい

る、ルーシーという方と一緒に撮った写真

です。 

これが事務所の中ですが、こういう絵が

あったりとても可愛らしいところです。調

査の目的としましては、オーストラリアの

Lighthouse Foundation

ラムの実践を見学するとともに実務者から

業務内容を聴取して実態把握したうえで、

日本の年長児の里親養育とか施設養育とか

社会的養育を受けている子どもたちへの示

唆を得たいと考えて調査を行いました。

日本の年長児の社会的養護

この調査を行うにあたって、日本での年

長児の社会的養護はどういう状況なのかと

いうことを把握したいと考えました。いろ

いろ調べましたが、社会的養護を受けてい

る子どもたちの年齢別にあらわしたものが

この表です。 

これが、ゼロ歳から１８歳以上まであり

こちらが研修とか対外的な窓口になってい

る、ルーシーという方と一緒に撮った写真

これが事務所の中ですが、こういう絵が

あったりとても可愛らしいところです。調

査の目的としましては、オーストラリアの

Foundation で開発したプログ

ラムの実践を見学するとともに実務者から

業務内容を聴取して実態把握したうえで、

の年長児の里親養育とか施設養育とか

社会的養育を受けている子どもたちへの示

唆を得たいと考えて調査を行いました。

日本の年長児の社会的養護
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ます。見ていきますと１５歳のところまで

だんだん増えていって、３，３５６人とい
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もいるかもしれません。家庭に戻った人も

いるかもしれませんが、ここでかなりの人

数が減ってゆきます。１５歳を境に年齢が

上がるにつれて減り続けていくということ

です。この減っていくというところに、非

常に今回の調査のキーポイントがあります。

つまり社会的養護から出て、外れてしまっ

た人たち、自立したり、ある意味、高校を

中退して、児童養護施設にもう居られなく

なって自立せざるを得ない状態になって、

出ていくという人たちが少なくないという
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ました。ということで、人数的には１５歳

を過ぎると減少していくという実態があり
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が入所するところです。ここで人数を見て
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実際今入っているのが３１０人ということ

です。１５歳～１６歳で減少したとしても

受け皿としてはまだまだ少ないのです。そ

こにのれる人も一握りであります。 

あともう少し調べたところ、こういうと

ころもありました。大阪府子どもライフサ

ポートセンターをご存知の方、いらっしゃ

いますか？私も今回初めて知りましたが。

これは児童自立支援施設に位置づけられて

います。でも、入所している人たちは、１

４歳以下はいません。１５歳～１８歳、も

しくは２０歳までの人たちです。 

対象は非行ではなくて、引きこもりとか、

不登校の人たちを対象にしています。こち

らはこういう試みを第一号でやったのです

が、その後も公的機関でどこもやっていな

いそうです。ここの場合、里親家庭からこ

ちらに来るという人は今までなかったとい
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数人ということでした。 
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ら週末は家庭に帰るという、当初想定した
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たが、実際に入所してくる人は虐待を受け

ている人が多くて、家に帰れない人だった

のです。帰れる人の方が少なかったです。

８月にお話を伺いに行きましたが、そうい

うことでした。 

里親制度のことですが、吉田さんにこの

後、お話をいただきますが、ここも１５歳

以上の人の受け皿にはなってはいません。
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１８歳にならなくても社会的な自立が求め

られるということが現実にはあるわけです。

義務教育とか高校中退後の社会的養護から

外れてしまった子どもたちにとっての福祉

がどこでも保障されない。空白があり、そ
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と研究でも言われています。
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成長して大人になってもまた、実家のよう

な場所として戻ったりできる状態ではなく

なったのです。子どもの心の居場所、実家

が無くなるということはあると思いますが、
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げていきたいと思って

あと、自立に必要な心理的ケア、トラウ

マケア

思います。自立して

際に、いろんな困難にぶつかったり、怒ら
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いうものをつけるということが非常に大事

だと思います。
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ケアしていく際にこれまでスーザンさんと

スタッフの人たちが築き上げた、そして継

承して出来上がった治療的家族モデルケア

向うでいただいた資料を参考にまと

入所する際、インテークで

の様子で、元ホームレ

スだった若者たちのアイデンティティが混

乱していることとか、愛着障害を持ってい

の設立者

であるスーザン・バートンという方です。

見た目は、お若い綺麗な方ですけれども、

お孫さんがもう９人もいる方です。この方

が一番初めに活動をし始めたのが、１９７

０年代にスリランカの孤児を養子にするた

めに活動しておられました。死んでいく赤

ちゃんが後を絶たないということで、本当

にがっくりと力を落として帰国されたそう

こで活動していたときに、

気づいたことは、子どもは栄養不足で死ぬ

のではなくて、愛情とか養育とか人のつな

がりが絶たれたことによって、死んでいく

ということに気づいて、オーストラリアに

戻ってから里親となって、レスパイト・ケ

ですが、

ここで若者ホームレスたちを入所させて、

ケアしていく際にこれまでスーザンさんと

スタッフの人たちが築き上げた、そして継

承して出来上がった治療的家族モデルケア

向うでいただいた資料を参考にまと

入所する際、インテークで

、元ホームレ

スだった若者たちのアイデンティティが混

乱していることとか、愛着障害を持ってい



 

る状態

からはトラウマの治療とか、信頼関係を築

くとか、こういうことをしながら過ごして

いく。そして移行に向けていろんな対人関

係とか、生きていく上での対処方法を習得

したり、スキルを発達させたり、人や、い

ろんな機関、関係性を構築していく力とか、

あと、コミュニティとのネットワークを作

る。このコミュニティと

に重要視しています。自立ということはや

っぱりコミュニティのなかで生きていくと

いうことなので、ここでも工夫がみられて

います。これらがちゃんと基本の理論のも

とに、考えられているのです。

ちょっと時間がないので次に行かせても

らいます。

この治療的家族モデルケアの効果を支え

る要因として、３つのことが挙げられてい

ます。１点目がケアラーと若者の慎重な選

択。このあと説明します

用する時の、選択、工夫

低い入れ替わり率

というような入れ替わりがない状況

ことです。２番目として若者の個別支援計

画と専門家の個別支援計画、これはあとで

説明します。３点目、若者とケアラーとの

心理的健康。心理的健康チームというのを、

組んで提供しています。

る状態が示されています

からはトラウマの治療とか、信頼関係を築

くとか、こういうことをしながら過ごして

いく。そして移行に向けていろんな対人関

係とか、生きていく上での対処方法を習得

したり、スキルを発達させたり、人や、い

ろんな機関、関係性を構築していく力とか、

あと、コミュニティとのネットワークを作

る。このコミュニティと

に重要視しています。自立ということはや

っぱりコミュニティのなかで生きていくと

いうことなので、ここでも工夫がみられて

います。これらがちゃんと基本の理論のも

とに、考えられているのです。

ちょっと時間がないので次に行かせても

らいます。 

この治療的家族モデルケアの効果を支え

る要因として、３つのことが挙げられてい

ます。１点目がケアラーと若者の慎重な選

択。このあと説明します

用する時の、選択、工夫

低い入れ替わり率

というような入れ替わりがない状況

ことです。２番目として若者の個別支援計

画と専門家の個別支援計画、これはあとで

説明します。３点目、若者とケアラーとの

心理的健康。心理的健康チームというのを、

組んで提供しています。

が示されています。そして入所して

からはトラウマの治療とか、信頼関係を築

くとか、こういうことをしながら過ごして

いく。そして移行に向けていろんな対人関

係とか、生きていく上での対処方法を習得

したり、スキルを発達させたり、人や、い

ろんな機関、関係性を構築していく力とか、

あと、コミュニティとのネットワークを作

る。このコミュニティというところも非常

に重要視しています。自立ということはや

っぱりコミュニティのなかで生きていくと

いうことなので、ここでも工夫がみられて

います。これらがちゃんと基本の理論のも

とに、考えられているのです。

ちょっと時間がないので次に行かせても

この治療的家族モデルケアの効果を支え

る要因として、３つのことが挙げられてい

ます。１点目がケアラーと若者の慎重な選

択。このあと説明しますが、ケアラーを採

用する時の、選択、工夫、あとマッチング、

低い入れ替わり率です。離職者がつぎつぎ

というような入れ替わりがない状況

ことです。２番目として若者の個別支援計

画と専門家の個別支援計画、これはあとで

説明します。３点目、若者とケアラーとの

心理的健康。心理的健康チームというのを、

組んで提供しています。 

。そして入所して

からはトラウマの治療とか、信頼関係を築

くとか、こういうことをしながら過ごして

いく。そして移行に向けていろんな対人関

係とか、生きていく上での対処方法を習得

したり、スキルを発達させたり、人や、い

ろんな機関、関係性を構築していく力とか、

あと、コミュニティとのネットワークを作

いうところも非常

に重要視しています。自立ということはや

っぱりコミュニティのなかで生きていくと

いうことなので、ここでも工夫がみられて

います。これらがちゃんと基本の理論のも

とに、考えられているのです。 

ちょっと時間がないので次に行かせても

この治療的家族モデルケアの効果を支え

る要因として、３つのことが挙げられてい

ます。１点目がケアラーと若者の慎重な選

、ケアラーを採

あとマッチング、

。離職者がつぎつぎ

というような入れ替わりがない状況という

ことです。２番目として若者の個別支援計

画と専門家の個別支援計画、これはあとで

説明します。３点目、若者とケアラーとの

心理的健康。心理的健康チームというのを、
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。そして入所して

からはトラウマの治療とか、信頼関係を築

くとか、こういうことをしながら過ごして

いく。そして移行に向けていろんな対人関

係とか、生きていく上での対処方法を習得

したり、スキルを発達させたり、人や、い

ろんな機関、関係性を構築していく力とか、

あと、コミュニティとのネットワークを作

いうところも非常

に重要視しています。自立ということはや

っぱりコミュニティのなかで生きていくと

いうことなので、ここでも工夫がみられて

います。これらがちゃんと基本の理論のも

ちょっと時間がないので次に行かせても

 

この治療的家族モデルケアの効果を支え

る要因として、３つのことが挙げられてい

ます。１点目がケアラーと若者の慎重な選

、ケアラーを採

あとマッチング、

。離職者がつぎつぎ、

という

ことです。２番目として若者の個別支援計

画と専門家の個別支援計画、これはあとで

説明します。３点目、若者とケアラーとの

心理的健康。心理的健康チームというのを、

１点目のケアラーと若者の慎重な選択と

マッチング、低い入れ替わり率ですが、ケ

アラーやスタッフの採用条件というところ

が私は非常に印象に残っています。これは

良質な職員を確保するためには、リクルー

トする時の方法が重要だということです。

Lighthouse 

人をしていて、結構集まってくるようです。

応募者に対して３段階の方法を持って採用

を決めているということです。

には専門職だけでなく、事務職の方もたく

さんおられますが、そういう方にも３次研

修のシャドーケア実習以外は全部同じ試験

を 受 け る と い う こ と で す 。 や は り

Lighthouse

ていただかないと、

と機能していかないということがあるよう

です。３段階のうち、第一次審査ですが、

５、６人集めて、グループワークやケース

セッション、ロールプレイなど一日のセッ

ションを行います。第二次ではそれにパス

した人は心理、社

行います。そして第三次に数週間の実習を

経て採用になるわけです。

発達支援

が、何かいい言葉があったら教えていただ

きたいのですが。入居者とケアラーそれぞ

１点目のケアラーと若者の慎重な選択と

マッチング、低い入れ替わり率ですが、ケ

アラーやスタッフの採用条件というところ

が私は非常に印象に残っています。これは

良質な職員を確保するためには、リクルー

トする時の方法が重要だということです。

Lighthouse ではホームページなどでも求

人をしていて、結構集まってくるようです。

応募者に対して３段階の方法を持って採用

を決めているということです。

には専門職だけでなく、事務職の方もたく

さんおられますが、そういう方にも３次研

修のシャドーケア実習以外は全部同じ試験

を 受 け る と い う こ と で す 。 や は り

Lighthouse の方針などをちゃんと理解し

ていただかないと、

と機能していかないということがあるよう

です。３段階のうち、第一次審査ですが、

５、６人集めて、グループワークやケース

セッション、ロールプレイなど一日のセッ

ションを行います。第二次ではそれにパス

した人は心理、社

行います。そして第三次に数週間の実習を

経て採用になるわけです。

発達支援計画、

が、何かいい言葉があったら教えていただ

きたいのですが。入居者とケアラーそれぞ

１点目のケアラーと若者の慎重な選択と

マッチング、低い入れ替わり率ですが、ケ

アラーやスタッフの採用条件というところ

が私は非常に印象に残っています。これは

良質な職員を確保するためには、リクルー

トする時の方法が重要だということです。

ではホームページなどでも求

人をしていて、結構集まってくるようです。

応募者に対して３段階の方法を持って採用

を決めているということです。

には専門職だけでなく、事務職の方もたく

さんおられますが、そういう方にも３次研

修のシャドーケア実習以外は全部同じ試験

を 受 け る と い う こ と で す 。 や は り

の方針などをちゃんと理解し

ていただかないと、事務的

と機能していかないということがあるよう

です。３段階のうち、第一次審査ですが、

５、６人集めて、グループワークやケース

セッション、ロールプレイなど一日のセッ

ションを行います。第二次ではそれにパス

した人は心理、社会スクリーニング審査を

行います。そして第三次に数週間の実習を

経て採用になるわけです。

計画、Develop

が、何かいい言葉があったら教えていただ

きたいのですが。入居者とケアラーそれぞ

１点目のケアラーと若者の慎重な選択と

マッチング、低い入れ替わり率ですが、ケ

アラーやスタッフの採用条件というところ

が私は非常に印象に残っています。これは

良質な職員を確保するためには、リクルー

トする時の方法が重要だということです。

ではホームページなどでも求

人をしていて、結構集まってくるようです。

応募者に対して３段階の方法を持って採用

を決めているということです。応募者の

には専門職だけでなく、事務職の方もたく

さんおられますが、そういう方にも３次研

修のシャドーケア実習以外は全部同じ試験

を 受 け る と い う こ と で す 。 や は り

の方針などをちゃんと理解し

事務的なこともちゃん

と機能していかないということがあるよう

です。３段階のうち、第一次審査ですが、

５、６人集めて、グループワークやケース

セッション、ロールプレイなど一日のセッ

ションを行います。第二次ではそれにパス

会スクリーニング審査を

行います。そして第三次に数週間の実習を

経て採用になるわけです。 

Developement plan 

が、何かいい言葉があったら教えていただ

きたいのですが。入居者とケアラーそれぞ

１点目のケアラーと若者の慎重な選択と

マッチング、低い入れ替わり率ですが、ケ

アラーやスタッフの採用条件というところ

が私は非常に印象に残っています。これは

良質な職員を確保するためには、リクルー

トする時の方法が重要だということです。

ではホームページなどでも求

人をしていて、結構集まってくるようです。

応募者に対して３段階の方法を持って採用

応募者の中

には専門職だけでなく、事務職の方もたく

さんおられますが、そういう方にも３次研

修のシャドーケア実習以外は全部同じ試験

を 受 け る と い う こ と で す 。 や は り

の方針などをちゃんと理解し

なこともちゃん

と機能していかないということがあるよう

です。３段階のうち、第一次審査ですが、

５、６人集めて、グループワークやケース

セッション、ロールプレイなど一日のセッ

ションを行います。第二次ではそれにパス

会スクリーニング審査を

行います。そして第三次に数週間の実習を

ment plan です

が、何かいい言葉があったら教えていただ

きたいのですが。入居者とケアラーそれぞ



 

れの発達支援

ケアラーやスタッフへの専門的な発達支援

計画も

セスメントをするとか

たてる計画をニーズに合わせて修正してゆ

きます。新しい目標を設定し

心理的な部分も含めてちゃんと入所者に同

意してもらう、理解しても

います。同時にスタッフたちは、ケアラー

たちにも専門的な発達支援計画をたててい

ます。これはスタッフとケアラーたちの能

力の監査とか、役割の分析、明確な役割説

明、総合的健康的な幸せ、あと個人を支え

る資源とかシステムとか

キャリアを積む機会、研修とか学会にも参

加させるということです。

織へのアセスメント、こんなことをやって

いるということです。ですから両方、両輪

になっているということです。

３番目です

ムが組まれています。これは心理士とカウ

ンセラーがチームになって入所者への心理、

教育的サポートをする。あと各個人に入所

している人ひとりにつき、担当の心理士が

付いています。その他、入所者の危機的状

況のサポートやケアラーへの訓練とサポー

トの保証です。いつも入所する人とケアラ

発達支援的な計画というものです。

ケアラーやスタッフへの専門的な発達支援

もたてています。

セスメントをするとか

たてる計画をニーズに合わせて修正してゆ

きます。新しい目標を設定し

心理的な部分も含めてちゃんと入所者に同

意してもらう、理解しても

います。同時にスタッフたちは、ケアラー

たちにも専門的な発達支援計画をたててい

ます。これはスタッフとケアラーたちの能

力の監査とか、役割の分析、明確な役割説

明、総合的健康的な幸せ、あと個人を支え

る資源とかシステムとか

キャリアを積む機会、研修とか学会にも参

加させるということです。

織へのアセスメント、こんなことをやって

いるということです。ですから両方、両輪

になっているということです。

３番目ですが、精神的健康のためのチー

ムが組まれています。これは心理士とカウ

ンセラーがチームになって入所者への心理、

教育的サポートをする。あと各個人に入所

している人ひとりにつき、担当の心理士が

付いています。その他、入所者の危機的状

況のサポートやケアラーへの訓練とサポー

保証です。いつも入所する人とケアラ

的な計画というものです。

ケアラーやスタッフへの専門的な発達支援

ます。入所者には心理的ア

セスメントをするとか,入所時とか折々に

たてる計画をニーズに合わせて修正してゆ

きます。新しい目標を設定し

心理的な部分も含めてちゃんと入所者に同

意してもらう、理解してもらう

います。同時にスタッフたちは、ケアラー

たちにも専門的な発達支援計画をたててい

ます。これはスタッフとケアラーたちの能

力の監査とか、役割の分析、明確な役割説

明、総合的健康的な幸せ、あと個人を支え

る資源とかシステムとか、労働条件と報酬、

キャリアを積む機会、研修とか学会にも参

加させるということです。次に

織へのアセスメント、こんなことをやって

いるということです。ですから両方、両輪

になっているということです。

、精神的健康のためのチー

ムが組まれています。これは心理士とカウ

ンセラーがチームになって入所者への心理、

教育的サポートをする。あと各個人に入所

している人ひとりにつき、担当の心理士が

付いています。その他、入所者の危機的状

況のサポートやケアラーへの訓練とサポー

保証です。いつも入所する人とケアラ

的な計画というものです。

ケアラーやスタッフへの専門的な発達支援

入所者には心理的ア

入所時とか折々に

たてる計画をニーズに合わせて修正してゆ

きます。新しい目標を設定し,医療的な結果、

心理的な部分も含めてちゃんと入所者に同

らうようにして

います。同時にスタッフたちは、ケアラー

たちにも専門的な発達支援計画をたててい

ます。これはスタッフとケアラーたちの能

力の監査とか、役割の分析、明確な役割説

明、総合的健康的な幸せ、あと個人を支え

労働条件と報酬、

キャリアを積む機会、研修とか学会にも参

次に、個人や組

織へのアセスメント、こんなことをやって

いるということです。ですから両方、両輪

になっているということです。 

、精神的健康のためのチー

ムが組まれています。これは心理士とカウ

ンセラーがチームになって入所者への心理、

教育的サポートをする。あと各個人に入所

している人ひとりにつき、担当の心理士が

付いています。その他、入所者の危機的状

況のサポートやケアラーへの訓練とサポー

保証です。いつも入所する人とケアラ
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的な計画というものです。 

ケアラーやスタッフへの専門的な発達支援

入所者には心理的ア

入所時とか折々に

たてる計画をニーズに合わせて修正してゆ

医療的な結果、

心理的な部分も含めてちゃんと入所者に同

して

います。同時にスタッフたちは、ケアラー

たちにも専門的な発達支援計画をたててい
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ためのプログラム開発も担当しているとい

うことでした。

ここからは実際にファミリーホームを訪

問した時の状況と、そこ

たことなどをまとめました。

住宅街の中にある一軒

ファミリーホームだというのが全然わから

ないぐらいの自然な家でした。ここはパト

リックさんとも一緒に訪問させていただい

たところです。

各自個室が用意されています。入居者に

とっては無理のない役割分担、お料理が得

意な人はお料理とか、掃除とか、もちろん

自分の部屋の掃除は自分でやりますが、公

共の場所は分担をしていました。
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事務所というのは大きい部屋があるわけ

ではなくて、本当に小さな、掃除道具とか

を入れるような小さな一角にパソコンとか

若干ファイルとか入るような引き出しがあ

りってそこで作業を

を構えて、そのなかに入ってしまって入所

者とのかかわりの無いようなやり方はした

くないということで、こういう小さなコー

ナーでやっているということでした。

下の写真の奥の、皆さんから見て左奥に

あるものは、金庫ですが、あそこに薬が保

管されていました。服薬している入所者も

少なくないので、飲み過ぎないように、薬

の管理はここできちんとしているというこ

とでした。やっぱりいろいろな深刻な問題

を抱えているような入所者がいらっしゃる

ことはここからもわかると思

次に治療的家族モデルケアのキーパーソン

としてのケアラーについてですが、ホーム

に入所した人たちとケアラー

の関係性が非常に重要で、ここで愛着の絆

を作り直すということがとても大きな課題

となっています。

ここには１０か所ホームがありますが、
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事務所というのは大きい部屋があるわけ

ではなくて、本当に小さな、掃除道具とか

を入れるような小さな一角にパソコンとか

ファイルとか入るような引き出しがあ

りってそこで作業を

を構えて、そのなかに入ってしまって入所

者とのかかわりの無いようなやり方はした

くないということで、こういう小さなコー

ナーでやっているということでした。

下の写真の奥の、皆さんから見て左奥に

あるものは、金庫ですが、あそこに薬が保

管されていました。服薬している入所者も

少なくないので、飲み過ぎないように、薬

の管理はここできちんとしているというこ

とでした。やっぱりいろいろな深刻な問題

を抱えているような入所者がいらっしゃる

ことはここからもわかると思

次に治療的家族モデルケアのキーパーソン

としてのケアラーについてですが、ホーム

に入所した人たちとケアラー

の関係性が非常に重要で、ここで愛着の絆

を作り直すということがとても大きな課題

となっています。

ここには１０か所ホームがありますが、

それぞれに第一ケアラーと、第二ケアラー

が常駐しています。ただ１０か所のうち、

１か所は自立型ホームといって、もうすぐ

事務所というのは大きい部屋があるわけ

ではなくて、本当に小さな、掃除道具とか

を入れるような小さな一角にパソコンとか

ファイルとか入るような引き出しがあ

りってそこで作業をします。

を構えて、そのなかに入ってしまって入所

者とのかかわりの無いようなやり方はした

くないということで、こういう小さなコー

ナーでやっているということでした。

下の写真の奥の、皆さんから見て左奥に

あるものは、金庫ですが、あそこに薬が保

管されていました。服薬している入所者も

少なくないので、飲み過ぎないように、薬

の管理はここできちんとしているというこ

とでした。やっぱりいろいろな深刻な問題

を抱えているような入所者がいらっしゃる

ことはここからもわかると思

次に治療的家族モデルケアのキーパーソン

としてのケアラーについてですが、ホーム

に入所した人たちとケアラー

の関係性が非常に重要で、ここで愛着の絆

を作り直すということがとても大きな課題

となっています。 

ここには１０か所ホームがありますが、

それぞれに第一ケアラーと、第二ケアラー

が常駐しています。ただ１０か所のうち、

１か所は自立型ホームといって、もうすぐ

事務所というのは大きい部屋があるわけ

ではなくて、本当に小さな、掃除道具とか

を入れるような小さな一角にパソコンとか

ファイルとか入るような引き出しがあ

。大きな事務所

を構えて、そのなかに入ってしまって入所

者とのかかわりの無いようなやり方はした

くないということで、こういう小さなコー

ナーでやっているということでした。 

下の写真の奥の、皆さんから見て左奥に

あるものは、金庫ですが、あそこに薬が保

管されていました。服薬している入所者も

少なくないので、飲み過ぎないように、薬

の管理はここできちんとしているというこ

とでした。やっぱりいろいろな深刻な問題

を抱えているような入所者がいらっしゃる

ことはここからもわかると思います。 

次に治療的家族モデルケアのキーパーソン

としてのケアラーについてですが、ホーム

に入所した人たちとケアラー（養育者）

の関係性が非常に重要で、ここで愛着の絆

を作り直すということがとても大きな課題

ここには１０か所ホームがありますが、

それぞれに第一ケアラーと、第二ケアラー

が常駐しています。ただ１０か所のうち、

１か所は自立型ホームといって、もうすぐ

73 

事務所というのは大きい部屋があるわけ

ではなくて、本当に小さな、掃除道具とか

を入れるような小さな一角にパソコンとか

ファイルとか入るような引き出しがあ

大きな事務所

を構えて、そのなかに入ってしまって入所

者とのかかわりの無いようなやり方はした

くないということで、こういう小さなコー

 

下の写真の奥の、皆さんから見て左奥に

あるものは、金庫ですが、あそこに薬が保

管されていました。服薬している入所者も

少なくないので、飲み過ぎないように、薬

の管理はここできちんとしているというこ

とでした。やっぱりいろいろな深刻な問題

を抱えているような入所者がいらっしゃる

 

次に治療的家族モデルケアのキーパーソン

としてのケアラーについてですが、ホーム

）と

の関係性が非常に重要で、ここで愛着の絆

を作り直すということがとても大きな課題

ここには１０か所ホームがありますが、

それぞれに第一ケアラーと、第二ケアラー

が常駐しています。ただ１０か所のうち、

１か所は自立型ホームといって、もうすぐ

自立できる人たちがいるところが１か所あ

ります。そこには元入所者で、今はしっか

りと自立している方がそこのケアラーのよ

うな形で一緒に

輩としてこうだよ、こういうことがあるよ

ということを体験として話してあげられる

ということでした。

あと１０代の母子のためのホームもあり、

そこも第一ケアラー、第二ケアラーがおり

ます。また、母子に養育をすることを学ば

せるために養育指導のスタッフが定期的に

かかわっていると伺いました。

勤務体制ですが、第一ケアラーが３日、

第二ケアラーが２日、連続でやっていく。

３日、２日、３日、２日というところで
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鑽を積んでここにやってきたということで

した。第二ケアラーの方は若い方もいます

が、15

スチャン

パイト・ケアラーといって第一と第二ケア

ラーの方が都合が悪かったり、病気とかに

なった時のた

の人がたくさん登録

ま第二ケアラーの方がこの日はいらっしゃ

らなかったので、レスパイト・ケアラーの

クリスチャンがいました。

ケアラーをやっていて、途中で結婚した

り、出産したりとかで、ずっとそこに住む

ことが難しくなった場合には、事務所の方

で事務的なことをやる泊りがないスタッフ

に代わったりしていました。

ドの左側

生のときに第二ケアラーとして働いていま

したが、あとで結婚されて、多分あの時は

妊娠してらしたと思いますが、事務とか研

修とか

そうやってライフステージに合わせた働き
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るのですね。そのシニアケアラーも含めて、

いろいろミーティングをして情報交換した

り、助け合ったりということが行われてい

ました。クリニカルスーパービジョン、臨

床的な助言、援助とかというのも受けられ

るような体制が整っていました。

このホ

と下にホワイトボードがありました。
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の人がたくさん登録

ま第二ケアラーの方がこの日はいらっしゃ

らなかったので、レスパイト・ケアラーの

クリスチャンがいました。

ケアラーをやっていて、途中で結婚した

り、出産したりとかで、ずっとそこに住む

ことが難しくなった場合には、事務所の方

事務的なことをやる泊りがないスタッフ

に代わったりしていました。

ドの左側のルーシーという

生のときに第二ケアラーとして働いていま

したが、あとで結婚されて、多分あの時は

妊娠してらしたと思いますが、事務とか研

修とか対外的な窓口の仕事をしていました。

そうやってライフステージに合わせた働き

方をしていました。

毎週１回、入所している人は年齢も高い

ので、ホームを離れることもできますから、

一階事務所でケアラーたちがミーティング

をします。ケアラーたちのケアを担当して

いるシニアケアラーという方もいらっしゃ

るのですね。そのシニアケアラーも含めて、

いろいろミーティングをして情報交換した

り、助け合ったりということが行われてい

ました。クリニカルスーパービジョン、臨

床的な助言、援助とかというのも受けられ

るような体制が整っていました。

このホームに行った時にリビングに写真

と下にホワイトボードがありました。

鑽を積んでここにやってきたということで
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横にいる人が心理学を学ぶ

という大学生です。この人はレス

パイト・ケアラーといって第一と第二ケア

ラーの方が都合が悪かったり、病気とかに

めに、レスパイト・ケアラー
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います。たまた
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床的な助言、援助とかというのも受けられ

ームに行った時にリビングに写真

 

里親さんの家庭でもこういうふうに連絡を

する

もケアラーが買い物などで不在の時に行先

とか帰宅時間の予定とか、緊急の時の携帯

電話の番号が書いてあって、いつでも何か

あったら連絡が取れるようにしてありまし

た。入所している人たちがケアラーがいな

いということで不安にならないようにとい

う配慮ということでした。

これは、上

るかという

撮ったのですが、若者の方たちとケアラー

が並列に並んだお部屋で生活をしていまし

た。また、みんなが集まれる場所が広くと

ってあり、リビングとか外にもバーベキュ

ーをしたり、外でタバコを吸うことができ

るような非常にゆったりとした作りでした。

入居者が
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配置図だったので写真に

撮ったのですが、若者の方たちとケアラー

が並列に並んだお部屋で生活をしていまし

た。また、みんなが集まれる場所が広くと

ってあり、リビングとか外にもバーベキュ

ーをしたり、外でタバコを吸うことができ
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仕事を辞めることがありますが、



 

辞めた時はトラウマが表に上がってきてい

る時だと言う

セラーの支援を受けています。すぐ次の仕

事を探しなさいと言うのではなくて、ちょ

っとトラウマを癒せる時間を与えて、そし

て仕事を探すというふうにしてい

ことでした。

アルコールとかドラッグなどの依存症の

若者も非常に多い

アルコールが出て飲んで帰ることもあるよ

うです。そういう時は中に入れると他の人

への刺激になってしまうので、外をしばら

く歩いたりして、アルコール分が抜けるぐ

らい外で過ごしてから入れるようにしてい

るということです。

うです。小さい時からタバコを吸っている

人も多くて、そういう場合もあまり厳しく

すると飛び出してしまい、うまくいかない

ことが多いので、ケースバイケースで対応

しているということでした。

これがケ

システムということです。これはクラスタ

ーモデルと言われていますが、クラスター

とは固まりということです。１０か所ホー

ムがありますが、地域で５か所ずつにわか

れています。そして基本的に何か問題が起

きた場合でも自分たちで解決できる時には

５つのホームで助け合って解決するように

しているということです。クラスターの中

で解決が難しい時はシニアケアラーとか、

サポートするスタッフが一緒に対応してい

くということでした。
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であるとか、いろんな資源とか、ボランテ
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システムということです。これはクラスタ

ーモデルと言われていますが、クラスター

とは固まりということです。１０か所ホー
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への刺激になってしまうので、外をしばら
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辞めた時はトラウマが表に上がってきてい

です。そういう時はカウン

セラーの支援を受けています。すぐ次の仕

事を探しなさいと言うのではなくて、ちょ

っとトラウマを癒せる時間を与えて、そし
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アルコールとかドラッグなどの依存症の

です。パーティとかで

アルコールが出て飲んで帰ることもあるよ

うです。そういう時は中に入れると他の人

への刺激になってしまうので、外をしばら

く歩いたりして、アルコール分が抜けるぐ

らい外で過ごしてから入れるようにしてい

もすごく多いそ

うです。小さい時からタバコを吸っている

人も多くて、そういう場合もあまり厳しく

すると飛び出してしまい、うまくいかない

ことが多いので、ケースバイケースで対応

アラーとホームの若者を支える

システムということです。これはクラスタ

ーモデルと言われていますが、クラスター

とは固まりということです。１０か所ホー

ムがありますが、地域で５か所ずつにわか

れています。そして基本的に何か問題が起

きた場合でも自分たちで解決できる時には

５つのホームで助け合って解決するように
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では提供できるか、治療的ケア

であるとか、いろんな資源とか、ボランテ

ィアとか、何か横にそんなことが書かれて

います。すみません、読みにくくて。

こんな形で支え合っているということでし

た。ですからそのひとつのクラスターに専

属のコミュニティ・ケアワーカーと臨床心

理士がついています。その人たちが個別に

若者たちとも対応しますし、ケアラーのサ

ポートもしていくという形になっています。

これはホームを支えるコミュニティの委員

会とスタッフということで、さっき５ホー

ムずつありましたけれども、各ホームのコ

ミュニティには委員会があります。それは

地域のおじさん、おばさんみたいな方たち

で、その方たちがボランティアで自分が属

しているホームを支援していくわけです。

ですから資金面でもバザーをしたりとか、

いろいろ計画を立てています。
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号なのです。そこから資金を出してもらっ
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広く受け入れています。 

２４時間、電話相談を受けています。私

も一番初めはお話を伺いたくてお電話をし

たら、つながらなくて留守電になったので

あとで電話しようと思っていたら、しばら

くして電話がかかってきました。やっぱり

こういう支援なんだなと。つながりがない

電話するだけでも

気が必要なことなので、そういう人たちが

くじけないように何とか支えたいという、

ひとつのあらわれだと思いました。自立す

るためには学歴をつくることが必要という

ことで、週に１回勉強会をやっています。

ボランティアの大学生を呼んで勉強を教え

てもらっているそうですけれども。自立援

助ホームの「あすなろ」からもそこに行っ

立できる状態になっているかというとそう

でもない人たちもたくさんいます。虐待で

心身の傷を持っていて、それが深過ぎるた

めに働けない人もいて、本当に保護が必要

な人たちであるにもかかわらず、出さな

というジレンマを感じていた

スタッフも多かったようです。それで２０

１１年に、「ゆずりはアフターケア相談所」

というのを設立したそうです。これは地域

ひなたぼっこ」、ご存

知でしょうか？あそこが地域相談生活支援

事業の第一号ということで、こちらが第二

号なのです。そこから資金を出してもらっ

て始めたということです。最初は法人から

お金を出してもらって、そしてその後、こ

の事業にのることができたので、経営的に

少し安定してきたそうです。ここでは施設

から出たり、自立援助ホームからも出たけ

れど、どこにも相談できるところがない人

たちを「あすなろ」の人だけではなくて、

２４時間、電話相談を受けています。私

も一番初めはお話を伺いたくてお電話をし

電になったので

あとで電話しようと思っていたら、しばら

くして電話がかかってきました。やっぱり

こういう支援なんだなと。つながりがない

電話するだけでもとても勇

気が必要なことなので、そういう人たちが

くじけないように何とか支えたいという、

ひとつのあらわれだと思いました。自立す

ることが必要という

ことで、週に１回勉強会をやっています。

ボランティアの大学生を呼んで勉強を教え

てもらっているそうですけれども。自立援

助ホームの「あすなろ」からもそこに行っ
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立できる状態になっているかというとそう

でもない人たちもたくさんいます。虐待で

心身の傷を持っていて、それが深過ぎるた

めに働けない人もいて、本当に保護が必要

な人たちであるにもかかわらず、出さなく

というジレンマを感じていた

スタッフも多かったようです。それで２０

１１年に、「ゆずりはアフターケア相談所」

というのを設立したそうです。これは地域

」、ご存

知でしょうか？あそこが地域相談生活支援

事業の第一号ということで、こちらが第二

号なのです。そこから資金を出してもらっ

て始めたということです。最初は法人から

お金を出してもらって、そしてその後、こ

の事業にのることができたので、経営的に

少し安定してきたそうです。ここでは施設

から出たり、自立援助ホームからも出たけ

れど、どこにも相談できるところがない人

なくて、

２４時間、電話相談を受けています。私

も一番初めはお話を伺いたくてお電話をし

電になったので

あとで電話しようと思っていたら、しばら

くして電話がかかってきました。やっぱり

こういう支援なんだなと。つながりがない

とても勇

気が必要なことなので、そういう人たちが

くじけないように何とか支えたいという、

ひとつのあらわれだと思いました。自立す

ることが必要という

ことで、週に１回勉強会をやっています。

ボランティアの大学生を呼んで勉強を教え

てもらっているそうですけれども。自立援

助ホームの「あすなろ」からもそこに行っ

て勉強している人もいるということでした。

あと、週に２回、ここに相談に来たいと

か、つながりたい人たちが話し合える場も

作っているということです。ですから居場

所としても機能している、相談場所なので

す。

図をのせました。

になっています。自分たちで全部解決する

のではなくて、どこかとつなげながら時に

は弁護士だったり、医師だったりとか、福

祉事務所だったりとかとつなげながら、ひ

とりで行けない人には一緒に行ったり、抱

え込まないでいろんなところの助けを得な

がら解決していくようにしていくと言って

いました。４千件の相

いうのは、かなりの人たちが求めている状

況です。こういう形でやっているところは

まだひとつだけということですね。

あと、サポートシステムの整備です。や

っぱりホームに来る人たちは何らかの傷を

抱えている。それを自立するためには向き

合えるだけの力を付けなければいけないと

いうのは精神的健康のためのチーム、カウ

ンセラーがそこで対応していくということ

が必要です。

あと、チームアプローチです。ケアラー

と若者がいるホームがあって、まわりをス

て勉強している人もいるということでした。

あと、週に２回、ここに相談に来たいと

か、つながりたい人たちが話し合える場も

作っているということです。ですから居場

所としても機能している、相談場所なので

す。スライド２０の一部に

図をのせました。

になっています。自分たちで全部解決する

のではなくて、どこかとつなげながら時に

は弁護士だったり、医師だったりとか、福

祉事務所だったりとかとつなげながら、ひ

とりで行けない人には一緒に行ったり、抱

え込まないでいろんなところの助けを得な

がら解決していくようにしていくと言って

いました。４千件の相

いうのは、かなりの人たちが求めている状

況です。こういう形でやっているところは

まだひとつだけということですね。

あと、サポートシステムの整備です。や

っぱりホームに来る人たちは何らかの傷を

抱えている。それを自立するためには向き

合えるだけの力を付けなければいけないと

いうのは精神的健康のためのチーム、カウ

ンセラーがそこで対応していくということ

が必要です。 

あと、チームアプローチです。ケアラー

と若者がいるホームがあって、まわりをス

て勉強している人もいるということでした。

あと、週に２回、ここに相談に来たいと

か、つながりたい人たちが話し合える場も

作っているということです。ですから居場

所としても機能している、相談場所なので

スライド２０の一部に

図をのせました。二人のスタッフでおやり

になっています。自分たちで全部解決する

のではなくて、どこかとつなげながら時に

は弁護士だったり、医師だったりとか、福

祉事務所だったりとかとつなげながら、ひ

とりで行けない人には一緒に行ったり、抱

え込まないでいろんなところの助けを得な

がら解決していくようにしていくと言って

いました。４千件の相談の電話があったと

いうのは、かなりの人たちが求めている状

況です。こういう形でやっているところは

まだひとつだけということですね。

あと、サポートシステムの整備です。や

っぱりホームに来る人たちは何らかの傷を

抱えている。それを自立するためには向き

合えるだけの力を付けなければいけないと

いうのは精神的健康のためのチーム、カウ

ンセラーがそこで対応していくということ

 

あと、チームアプローチです。ケアラー

と若者がいるホームがあって、まわりをス

て勉強している人もいるということでした。

あと、週に２回、ここに相談に来たいと

か、つながりたい人たちが話し合える場も

作っているということです。ですから居場

所としても機能している、相談場所なので

スライド２０の一部に「ゆずりは」

二人のスタッフでおやり

になっています。自分たちで全部解決する

のではなくて、どこかとつなげながら時に

は弁護士だったり、医師だったりとか、福

祉事務所だったりとかとつなげながら、ひ

とりで行けない人には一緒に行ったり、抱

え込まないでいろんなところの助けを得な

がら解決していくようにしていくと言って

談の電話があったと

いうのは、かなりの人たちが求めている状

況です。こういう形でやっているところは

まだひとつだけということですね。 

あと、サポートシステムの整備です。や

っぱりホームに来る人たちは何らかの傷を

抱えている。それを自立するためには向き

合えるだけの力を付けなければいけないと

いうのは精神的健康のためのチーム、カウ

ンセラーがそこで対応していくということ

あと、チームアプローチです。ケアラー

と若者がいるホームがあって、まわりをス

て勉強している人もいるということでした。 

あと、週に２回、ここに相談に来たいと

か、つながりたい人たちが話し合える場も

作っているということです。ですから居場

所としても機能している、相談場所なので

「ゆずりは」の

二人のスタッフでおやり

になっています。自分たちで全部解決する

のではなくて、どこかとつなげながら時に

は弁護士だったり、医師だったりとか、福

祉事務所だったりとかとつなげながら、ひ

とりで行けない人には一緒に行ったり、抱

え込まないでいろんなところの助けを得な

がら解決していくようにしていくと言って

談の電話があったと

いうのは、かなりの人たちが求めている状

況です。こういう形でやっているところは

 

あと、サポートシステムの整備です。や

っぱりホームに来る人たちは何らかの傷を

抱えている。それを自立するためには向き

合えるだけの力を付けなければいけないと

いうのは精神的健康のためのチーム、カウ

ンセラーがそこで対応していくということ

 

あと、チームアプローチです。ケアラー

と若者がいるホームがあって、まわりをス



 

タッフが取り囲んでいて、そしてさらにそ

の周りをコミュニティの委員会

取り囲むみたいな、サポートシステムを作

り上げていくことが必要と思います。

最後

ポートということで考えますと、１５歳か

ら１８歳ないし２０歳までの支援の必要な

若者は、自立するために治療的ケアが必要

な人も多いことを理解し、もっと社会に周

知してもらうということも必要だと思いま

す。自立援助ホームに行った時に、施設長

さんがおっしゃていたことは、ここは心理

的なカウンセラーもいませんし、それより

も自立させるということが、目的なのでそ

ういうところに力を注げないという

した。

は配置されるようになっています。そこで

心の問題のパンドラの箱を開けたような状

態になったまま来る人もいて、そこの対応

も非常に大変だとおっしゃっていました。

そこで心理的な治療ができるような人員の

配置というのも必要かもしれません。

あと、年長児のための治療的ケアを含め

たファミリーホーム創設の必要性がありま

す。このあたりも吉田さんのような力のあ

る方、治療的なところも含めてやっておら

れる方もありますが、やはり年長児を委託

された里親さんたちの大変さを理解しなけ

ればなりません。

Lighthou

両方のサポートが必要という視点でとりく

んでいます。日本の場合、里親さんとか養

育者の方は専門家としてケアの対象として

はみなされていないところがかなりありま

す。心が傷ついた子どもたちをみるという

ことは、里親さんも施設職員もやっぱり二

タッフが取り囲んでいて、そしてさらにそ

の周りをコミュニティの委員会

取り囲むみたいな、サポートシステムを作

り上げていくことが必要と思います。

最後になりますが、

ポートということで考えますと、１５歳か

ら１８歳ないし２０歳までの支援の必要な

若者は、自立するために治療的ケアが必要

な人も多いことを理解し、もっと社会に周

知してもらうということも必要だと思いま

す。自立援助ホームに行った時に、施設長

さんがおっしゃていたことは、ここは心理

的なカウンセラーもいませんし、それより

も自立させるということが、目的なのでそ

ういうところに力を注げないという

した。児童養護施設ではカウンセラーが今

は配置されるようになっています。そこで

心の問題のパンドラの箱を開けたような状

態になったまま来る人もいて、そこの対応

も非常に大変だとおっしゃっていました。

そこで心理的な治療ができるような人員の

配置というのも必要かもしれません。

あと、年長児のための治療的ケアを含め

たファミリーホーム創設の必要性がありま

す。このあたりも吉田さんのような力のあ

る方、治療的なところも含めてやっておら

れる方もありますが、やはり年長児を委託

された里親さんたちの大変さを理解しなけ

ればなりません。

Lighthouse では、若者とケアをする人、

両方のサポートが必要という視点でとりく

んでいます。日本の場合、里親さんとか養

育者の方は専門家としてケアの対象として

はみなされていないところがかなりありま

す。心が傷ついた子どもたちをみるという

ことは、里親さんも施設職員もやっぱり二

タッフが取り囲んでいて、そしてさらにそ

の周りをコミュニティの委員会

取り囲むみたいな、サポートシステムを作

り上げていくことが必要と思います。

になりますが、日本の年長児へのサ

ポートということで考えますと、１５歳か

ら１８歳ないし２０歳までの支援の必要な

若者は、自立するために治療的ケアが必要

な人も多いことを理解し、もっと社会に周

知してもらうということも必要だと思いま

す。自立援助ホームに行った時に、施設長

さんがおっしゃていたことは、ここは心理

的なカウンセラーもいませんし、それより

も自立させるということが、目的なのでそ

ういうところに力を注げないという

護施設ではカウンセラーが今

は配置されるようになっています。そこで

心の問題のパンドラの箱を開けたような状

態になったまま来る人もいて、そこの対応

も非常に大変だとおっしゃっていました。

そこで心理的な治療ができるような人員の

配置というのも必要かもしれません。

あと、年長児のための治療的ケアを含め

たファミリーホーム創設の必要性がありま

す。このあたりも吉田さんのような力のあ

る方、治療的なところも含めてやっておら

れる方もありますが、やはり年長児を委託

された里親さんたちの大変さを理解しなけ

ればなりません。 

では、若者とケアをする人、

両方のサポートが必要という視点でとりく

んでいます。日本の場合、里親さんとか養

育者の方は専門家としてケアの対象として

はみなされていないところがかなりありま

す。心が傷ついた子どもたちをみるという

ことは、里親さんも施設職員もやっぱり二

タッフが取り囲んでいて、そしてさらにそ

の周りをコミュニティの委員会の人たちが

取り囲むみたいな、サポートシステムを作

り上げていくことが必要と思います。 

日本の年長児へのサ

ポートということで考えますと、１５歳か

ら１８歳ないし２０歳までの支援の必要な

若者は、自立するために治療的ケアが必要

な人も多いことを理解し、もっと社会に周

知してもらうということも必要だと思いま

す。自立援助ホームに行った時に、施設長

さんがおっしゃていたことは、ここは心理

的なカウンセラーもいませんし、それより

も自立させるということが、目的なのでそ

ういうところに力を注げないということで

護施設ではカウンセラーが今

は配置されるようになっています。そこで

心の問題のパンドラの箱を開けたような状

態になったまま来る人もいて、そこの対応

も非常に大変だとおっしゃっていました。

そこで心理的な治療ができるような人員の

配置というのも必要かもしれません。 

あと、年長児のための治療的ケアを含め

たファミリーホーム創設の必要性がありま

す。このあたりも吉田さんのような力のあ

る方、治療的なところも含めてやっておら

れる方もありますが、やはり年長児を委託

された里親さんたちの大変さを理解しなけ

では、若者とケアをする人、

両方のサポートが必要という視点でとりく

んでいます。日本の場合、里親さんとか養

育者の方は専門家としてケアの対象として

はみなされていないところがかなりありま

す。心が傷ついた子どもたちをみるという

ことは、里親さんも施設職員もやっぱり二
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タッフが取り囲んでいて、そしてさらにそ

の人たちが

取り囲むみたいな、サポートシステムを作

 

日本の年長児へのサ

ポートということで考えますと、１５歳か

ら１８歳ないし２０歳までの支援の必要な

若者は、自立するために治療的ケアが必要

な人も多いことを理解し、もっと社会に周

知してもらうということも必要だと思いま

す。自立援助ホームに行った時に、施設長

さんがおっしゃていたことは、ここは心理

的なカウンセラーもいませんし、それより

も自立させるということが、目的なのでそ

ことで

護施設ではカウンセラーが今

は配置されるようになっています。そこで

心の問題のパンドラの箱を開けたような状

態になったまま来る人もいて、そこの対応

も非常に大変だとおっしゃっていました。

そこで心理的な治療ができるような人員の

 

あと、年長児のための治療的ケアを含め

たファミリーホーム創設の必要性がありま

す。このあたりも吉田さんのような力のあ

る方、治療的なところも含めてやっておら

れる方もありますが、やはり年長児を委託

された里親さんたちの大変さを理解しなけ

では、若者とケアをする人、

両方のサポートが必要という視点でとりく

んでいます。日本の場合、里親さんとか養

育者の方は専門家としてケアの対象として

はみなされていないところがかなりありま

す。心が傷ついた子どもたちをみるという

ことは、里親さんも施設職員もやっぱり二

次被害を受けることがあるし、そこを支援

し、サポートするという視点も必要だと思

います。そういう意味で年長児の場合はあ

る程度職員との距離も必要になってくるの

で、こういうグループホーム、ファミリー

ホームという形で運営していくことがひと

つの方策として考えられると思いました。

あと、治療的プログラムを構築して人材を

養成するためのセミナーの実施です。

Lighthouse

ています。セミナーをするための職員もい

て、あと、リサーチャーといって、やっぱ

りここでやっていることをちゃんと検証し

て

入れたそうです。どんどん広めていこうと

取り組ん

あって今年８月に学会が作られて、パトリ

ックさんもそこで講演者として招聘されま

した。

日本と比較して考えた時にこういう視点

は必要なのではないかということを、調査

を通して痛感して戻ってまいりました。

以上です、ありがとうございました。

 

司会：

いました。森和子先生には後半にもう一度

次被害を受けることがあるし、そこを支援

し、サポートするという視点も必要だと思

います。そういう意味で年長児の場合はあ

る程度職員との距離も必要になってくるの

で、こういうグループホーム、ファミリー

ホームという形で運営していくことがひと

つの方策として考えられると思いました。

あと、治療的プログラムを構築して人材を

養成するためのセミナーの実施です。

Lighthouse でもセミナーを

ています。セミナーをするための職員もい

て、あと、リサーチャーといって、やっぱ

りここでやっていることをちゃんと検証し

て evidence を作っていく職員も今年雇い

入れたそうです。どんどん広めていこうと

取り組んでおられました。そういう意味も

あって今年８月に学会が作られて、パトリ

ックさんもそこで講演者として招聘されま

した。 

日本と比較して考えた時にこういう視点

は必要なのではないかということを、調査

を通して痛感して戻ってまいりました。

以上です、ありがとうございました。

司会：森和子先生、どうもありがとうござ

いました。森和子先生には後半にもう一度

次被害を受けることがあるし、そこを支援

し、サポートするという視点も必要だと思

います。そういう意味で年長児の場合はあ

る程度職員との距離も必要になってくるの

で、こういうグループホーム、ファミリー

ホームという形で運営していくことがひと

つの方策として考えられると思いました。

あと、治療的プログラムを構築して人材を

養成するためのセミナーの実施です。

でもセミナーを

ています。セミナーをするための職員もい

て、あと、リサーチャーといって、やっぱ

りここでやっていることをちゃんと検証し

を作っていく職員も今年雇い

入れたそうです。どんどん広めていこうと

でおられました。そういう意味も

あって今年８月に学会が作られて、パトリ

ックさんもそこで講演者として招聘されま

日本と比較して考えた時にこういう視点

は必要なのではないかということを、調査

を通して痛感して戻ってまいりました。

以上です、ありがとうございました。

（拍手） 

森和子先生、どうもありがとうござ

いました。森和子先生には後半にもう一度

次被害を受けることがあるし、そこを支援

し、サポートするという視点も必要だと思

います。そういう意味で年長児の場合はあ

る程度職員との距離も必要になってくるの

で、こういうグループホーム、ファミリー

ホームという形で運営していくことがひと

つの方策として考えられると思いました。

あと、治療的プログラムを構築して人材を

養成するためのセミナーの実施です。

でもセミナーを定期的に

ています。セミナーをするための職員もい

て、あと、リサーチャーといって、やっぱ

りここでやっていることをちゃんと検証し

を作っていく職員も今年雇い

入れたそうです。どんどん広めていこうと

でおられました。そういう意味も

あって今年８月に学会が作られて、パトリ

ックさんもそこで講演者として招聘されま

日本と比較して考えた時にこういう視点

は必要なのではないかということを、調査

を通して痛感して戻ってまいりました。

以上です、ありがとうございました。

 

森和子先生、どうもありがとうござ

いました。森和子先生には後半にもう一度

次被害を受けることがあるし、そこを支援

し、サポートするという視点も必要だと思

います。そういう意味で年長児の場合はあ

る程度職員との距離も必要になってくるの

で、こういうグループホーム、ファミリー

ホームという形で運営していくことがひと

つの方策として考えられると思いました。 

あと、治療的プログラムを構築して人材を

養成するためのセミナーの実施です。

定期的にやっ

ています。セミナーをするための職員もい

て、あと、リサーチャーといって、やっぱ

りここでやっていることをちゃんと検証し

を作っていく職員も今年雇い

入れたそうです。どんどん広めていこうと

でおられました。そういう意味も

あって今年８月に学会が作られて、パトリ

ックさんもそこで講演者として招聘されま

日本と比較して考えた時にこういう視点

は必要なのではないかということを、調査

を通して痛感して戻ってまいりました。 

以上です、ありがとうございました。 

森和子先生、どうもありがとうござ

いました。森和子先生には後半にもう一度



 

登壇していただくことになりますが、もし

この場で内容について確認したいことがあ

るという方がいらっしゃればですが

それでは後半にとっておくということにし

まして、これから１０分ほど休憩を取りた

いと思います。では２時２０分になりまし

たら、次の発表を始めたいと思います。

 

司会：

田さんのご発表をよろしくお願いいたしま

す。 

吉田菜穂子：

話をさせてもらいます。福岡県の遠賀郡と

いう玄界灘に面した田舎町で吉田ホームと

いうファミリーホームを営んでおります。

１９９８年、平成１０年に里親になりまし

て、最初の子どもが来ました。その後たく

さんの子どもたちとご縁をいただいて、福

岡県は平成２２年にファミリーホーム制度

が、国より１年遅れで制度化されましたの

で、いわゆる里親からファミリーホームへ

移行しました。その前にここの中にもいら

っしゃいますが、ファミリーホーム制度化

運動に参加いたしまして、ファミリーホー

登壇していただくことになりますが、もし

この場で内容について確認したいことがあ

いう方がいらっしゃればですが

それでは後半にとっておくということにし

まして、これから１０分ほど休憩を取りた

いと思います。では２時２０分になりまし

たら、次の発表を始めたいと思います。

（１０分休憩）

司会：それでは時間になりましたので、吉

田さんのご発表をよろしくお願いいたしま

 

吉田菜穂子：こんにちは。では座らせてお

話をさせてもらいます。福岡県の遠賀郡と

いう玄界灘に面した田舎町で吉田ホームと

いうファミリーホームを営んでおります。

１９９８年、平成１０年に里親になりまし

て、最初の子どもが来ました。その後たく

さんの子どもたちとご縁をいただいて、福

岡県は平成２２年にファミリーホーム制度

が、国より１年遅れで制度化されましたの

で、いわゆる里親からファミリーホームへ

移行しました。その前にここの中にもいら

っしゃいますが、ファミリーホーム制度化

運動に参加いたしまして、ファミリーホー

登壇していただくことになりますが、もし

この場で内容について確認したいことがあ

いう方がいらっしゃればですが

それでは後半にとっておくということにし

まして、これから１０分ほど休憩を取りた

いと思います。では２時２０分になりまし

たら、次の発表を始めたいと思います。

（１０分休憩） 

それでは時間になりましたので、吉

田さんのご発表をよろしくお願いいたしま

こんにちは。では座らせてお

話をさせてもらいます。福岡県の遠賀郡と

いう玄界灘に面した田舎町で吉田ホームと

いうファミリーホームを営んでおります。

１９９８年、平成１０年に里親になりまし

て、最初の子どもが来ました。その後たく

さんの子どもたちとご縁をいただいて、福

岡県は平成２２年にファミリーホーム制度

が、国より１年遅れで制度化されましたの

で、いわゆる里親からファミリーホームへ

移行しました。その前にここの中にもいら

っしゃいますが、ファミリーホーム制度化

運動に参加いたしまして、ファミリーホー

登壇していただくことになりますが、もし

この場で内容について確認したいことがあ

いう方がいらっしゃればですが----

それでは後半にとっておくということにし

まして、これから１０分ほど休憩を取りた

いと思います。では２時２０分になりまし

たら、次の発表を始めたいと思います。

それでは時間になりましたので、吉

田さんのご発表をよろしくお願いいたしま

こんにちは。では座らせてお

話をさせてもらいます。福岡県の遠賀郡と

いう玄界灘に面した田舎町で吉田ホームと

いうファミリーホームを営んでおります。

１９９８年、平成１０年に里親になりまし

て、最初の子どもが来ました。その後たく

さんの子どもたちとご縁をいただいて、福

岡県は平成２２年にファミリーホーム制度

が、国より１年遅れで制度化されましたの

で、いわゆる里親からファミリーホームへ

移行しました。その前にここの中にもいら

っしゃいますが、ファミリーホーム制度化

運動に参加いたしまして、ファミリーホー
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登壇していただくことになりますが、もし

この場で内容について確認したいことがあ

----。

それでは後半にとっておくということにし

まして、これから１０分ほど休憩を取りた

いと思います。では２時２０分になりまし

たら、次の発表を始めたいと思います。 

それでは時間になりましたので、吉

田さんのご発表をよろしくお願いいたしま

 

こんにちは。では座らせてお

話をさせてもらいます。福岡県の遠賀郡と

いう玄界灘に面した田舎町で吉田ホームと

いうファミリーホームを営んでおります。

１９９８年、平成１０年に里親になりまし

て、最初の子どもが来ました。その後たく

さんの子どもたちとご縁をいただいて、福

岡県は平成２２年にファミリーホーム制度

が、国より１年遅れで制度化されましたの

で、いわゆる里親からファミリーホームへ

移行しました。その前にここの中にもいら

っしゃいますが、ファミリーホーム制度化

運動に参加いたしまして、ファミリーホー

ムの制度を福岡県にも作って欲し

運動に参加しました。そしてファミリーホ

ームが制度化されますけれども、福岡県は

それからまた遅れること１年ですね。児童

家庭課に「狭いから、家を建てるから、ち

ょっといろいろと縛りがあると思うけど、

ファミリーホームができるはずだ」と言っ

て相談し、制度化を目指して家を建て増し

しました。そうやってファミリーホームに

なり

欲しかったと言いますと、多人数養育をし

ておりまして、来る子、来る子、大きい子

ばかり委託され

たの

ぁ小さい子

歳でしたので、２歳、４歳、８歳なんて七

五三みたいで滅茶苦茶可愛かった。これに

だまされたんですね。この可愛さで、「里親

って何て楽しいんだろう！」って。だから

いっぱい預かってあげたいなって、そうい

う気持ちにな

が１５歳でした。参ってしまいました。も

うことごとくお金がかかります。その当時

は何にも知らなかったのです。１５歳で中

学校３年生の冬からやってきて、「学力がな

いからもう私立の高校しか行けません」と

学校の先生に言われて。しかもですね、１

年近くも

者変更の手続きをするとですね、請求書が

ガバッと来るんですね。１月から委託にな

りましたが、「何で４月から１２月

か月分も払わな

が罰かぶるの

しか

っていません。そ

いとどうなるかと

ムの制度を福岡県にも作って欲し

運動に参加しました。そしてファミリーホ

ームが制度化されますけれども、福岡県は

それからまた遅れること１年ですね。児童

家庭課に「狭いから、家を建てるから、ち

ょっといろいろと縛りがあると思うけど、

ファミリーホームができるはずだ」と言っ

て相談し、制度化を目指して家を建て増し

しました。そうやってファミリーホームに

なりました。何でファミリーホームにして

欲しかったと言いますと、多人数養育をし

ておりまして、来る子、来る子、大きい子

ばかり委託され

のです。２歳と４歳の子が来ました。ま

ぁ小さい子は可愛いですよ。うちの子が８

歳でしたので、２歳、４歳、８歳なんて七

五三みたいで滅茶苦茶可愛かった。これに

だまされたんですね。この可愛さで、「里親

って何て楽しいんだろう！」って。だから

いっぱい預かってあげたいなって、そうい

う気持ちになりましたが

が１５歳でした。参ってしまいました。も

うことごとくお金がかかります。その当時

は何にも知らなかったのです。１５歳で中

学校３年生の冬からやってきて、「学力がな

いからもう私立の高校しか行けません」と

学校の先生に言われて。しかもですね、１

近くも給食費を滞納して

者変更の手続きをするとですね、請求書が

ガバッと来るんですね。１月から委託にな

りましたが、「何で４月から１２月

か月分も払わな

が罰かぶるの？って、正直思うわけです。

しかもですね、給食代

っていません。そ

いとどうなるかと

ムの制度を福岡県にも作って欲し

運動に参加しました。そしてファミリーホ

ームが制度化されますけれども、福岡県は

それからまた遅れること１年ですね。児童

家庭課に「狭いから、家を建てるから、ち

ょっといろいろと縛りがあると思うけど、

ファミリーホームができるはずだ」と言っ

て相談し、制度化を目指して家を建て増し

しました。そうやってファミリーホームに

した。何でファミリーホームにして

欲しかったと言いますと、多人数養育をし

ておりまして、来る子、来る子、大きい子

ばかり委託されたからです。

です。２歳と４歳の子が来ました。ま

は可愛いですよ。うちの子が８

歳でしたので、２歳、４歳、８歳なんて七

五三みたいで滅茶苦茶可愛かった。これに

だまされたんですね。この可愛さで、「里親

って何て楽しいんだろう！」って。だから

いっぱい預かってあげたいなって、そうい

りましたが、その次に来た子

が１５歳でした。参ってしまいました。も

うことごとくお金がかかります。その当時

は何にも知らなかったのです。１５歳で中

学校３年生の冬からやってきて、「学力がな

いからもう私立の高校しか行けません」と

学校の先生に言われて。しかもですね、１

給食費を滞納して

者変更の手続きをするとですね、請求書が

ガバッと来るんですね。１月から委託にな

りましたが、「何で４月から１２月

か月分も払わなくてはならないの

？って、正直思うわけです。

ですね、給食代の他にも

っていません。それで、校納金払っていな

いとどうなるかと尋ねると

ムの制度を福岡県にも作って欲しいという

運動に参加しました。そしてファミリーホ

ームが制度化されますけれども、福岡県は

それからまた遅れること１年ですね。児童

家庭課に「狭いから、家を建てるから、ち

ょっといろいろと縛りがあると思うけど、

ファミリーホームができるはずだ」と言っ

て相談し、制度化を目指して家を建て増し

しました。そうやってファミリーホームに

した。何でファミリーホームにして

欲しかったと言いますと、多人数養育をし

ておりまして、来る子、来る子、大きい子

たからです。最初は良かっ

です。２歳と４歳の子が来ました。ま

は可愛いですよ。うちの子が８

歳でしたので、２歳、４歳、８歳なんて七

五三みたいで滅茶苦茶可愛かった。これに

だまされたんですね。この可愛さで、「里親

って何て楽しいんだろう！」って。だから

いっぱい預かってあげたいなって、そうい

、その次に来た子

が１５歳でした。参ってしまいました。も

うことごとくお金がかかります。その当時

は何にも知らなかったのです。１５歳で中

学校３年生の冬からやってきて、「学力がな

いからもう私立の高校しか行けません」と

学校の先生に言われて。しかもですね、１

給食費を滞納していました。保護

者変更の手続きをするとですね、請求書が

ガバッと来るんですね。１月から委託にな

りましたが、「何で４月から１２月までの

くてはならないの？」

？って、正直思うわけです。

の他にも校納金

校納金払っていな

尋ねると、卒業の時の記

いという

運動に参加しました。そしてファミリーホ

ームが制度化されますけれども、福岡県は

それからまた遅れること１年ですね。児童

家庭課に「狭いから、家を建てるから、ち

ょっといろいろと縛りがあると思うけど、

ファミリーホームができるはずだ」と言っ

て相談し、制度化を目指して家を建て増し

しました。そうやってファミリーホームに

した。何でファミリーホームにして

欲しかったと言いますと、多人数養育をし

ておりまして、来る子、来る子、大きい子

最初は良かっ

です。２歳と４歳の子が来ました。ま

は可愛いですよ。うちの子が８

歳でしたので、２歳、４歳、８歳なんて七

五三みたいで滅茶苦茶可愛かった。これに

だまされたんですね。この可愛さで、「里親

って何て楽しいんだろう！」って。だから

いっぱい預かってあげたいなって、そうい

、その次に来た子

が１５歳でした。参ってしまいました。も

うことごとくお金がかかります。その当時

は何にも知らなかったのです。１５歳で中

学校３年生の冬からやってきて、「学力がな

いからもう私立の高校しか行けません」と

学校の先生に言われて。しかもですね、１

いました。保護

者変更の手続きをするとですね、請求書が

ガバッと来るんですね。１月から委託にな

までの９

？」ウチ

？って、正直思うわけです。

校納金を払

校納金払っていな

、卒業の時の記
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念品とか、アルバムとかが無いと学校は答

えるのです。「払わなくてもいいです」「し

かし、記念品などきません」と。「だからい

いです」と。そんな子どもを前にして卒業

のアルバムが無いとか、そういうわけには

いかないので、もうそこは罰かぶったつも

りで払うわけです。そうすると今度は学力

がないです。公立高校、福岡県の場合は県

立高校ですが、県立高校に行くだけの学力

はありません、ときました。「あぁそうです

か、わかりました」と。「そしたら私立だっ

たらいいですかね？」って言いましたら学

校の先生が、「うぅ…」って言われるわけで

すよ。「ちょっと無理かな…」と。そこは私、

昔ちょっと塾の先生を生業としていました

ので、そしたら、「では専願はどうですか？」

って。そこの高校に行くためのテストがあ

るのです。「専願いいですけれども、申込み

は明後日までです」って。で、「明日学校に

行って申込書を貰ってきますので、お金と

一緒に明後日まで」、つまり１日で申し込み

書を書いてすぐに出してくださいって。慌

てまくって書きました。受験費用すぐに要

るわけですよ。専願です、受験日まで２日

しかありません。受かりました。翌週には

納金です。私は当然、その当時私立高校だ

ったら入学金ぐらいは、県とかからお金が

来ると思っていました。福岡県というのは、

国の制度そのままなので来ないのです、高

校入学時、５万７千円ぐらいしかこなかっ

たのです。ところが、私立高校に入学させ

るとなったら片手かかるわけですよ。片手

かかるということは、５０万かかりますね。

てっきり後で返ってくるものと思っていま

した。ところがこない。差額、里親持ち。

道理でみんな避けるはずだと思いました。

のちのち他の里親さんに聞いてみると、「こ

んよ」、と。「えっ！立て替えたの、こない

の？」仕方がない、と、子どものことだか

らと１回目は諦めたのですが、次から次へ

と来るのが中３ばっかり。毎年、中３が来

るのです。見事に中３です。そのたびに学

力が無いのです。公立高校だったらちょっ

と良かったと思いますが、学力が無いので、

みんな私立に行ってくださるものですから、

そのたびに我が家はお金をかき集めなけれ

ばいけないということが続きました。それ

でこれはやっていられない、と。ファミリ

ーホームになって、何か経費とかでないか

なって思ったら東京とか、やっているらし

いと。「えっ！ウソ」と。何で地方はでない

の？って。この格差に愕然としまして、フ

ァミリーホーム制度化運動に片足を突っ込

みました。突っ込んだのはよかったのです

が、それが抜けられなくなった始まりだと

思います。 

現在は、夫５８歳と私５５歳。私どもに

は、特別養子縁組がスタートした時の娘が

います。今、１７歳、高校２年生です。 里

子は、１８歳の特別支援学校を卒業して一

般就労中の女の子、この子は、２年半にな

ります。１８歳の男の子、上の女の子と同

じ特別支援学校の高等部に行っていましま

したが、うちに委託されて１年で、すごく

お利口になったのですが、それは今まで小

学２年から中学３年までろくに学校に行っ

ていなかった子が真面目な生活をするよう

になったからです。知的障害者の療育手帳

を取る予定で児相は進めていたようですが、

私のところに来た時に、もう中３の３月で、

入る学校が決まっていたので１年間通いま

したが、だんだん普通の子になってきて、
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ＩＱが多分、児相で測った時は６０そこそ

こだったということでうちに来ましたが、

どういう測り方をされたか知らないですが、

半年でＩＱが９０いくつになったのです。

これはもう支援学校なんかにやっていられ

ません。よって私立高校に受験し直しです。

で、今、高校３年生ですね。もう学校一の

チャラオって言われていますけれども、と

っても可愛いです。３年ぐらい前にファミ

リーホームの九州大会で子どもにお話させ

た時、何かほわっとした子どもでしたね。

ここに、ごらんになった証人がおられます

ね。ほわっとした坊ちゃん、坊ちゃんした

子です。今は何か雑誌から抜け出たような

可愛いというか、今風の子に変わっていま

す。３年半経ちました。 

その次にいるのは、１６歳の女の子がい

ます。私立高校の１年生です。受託して３

年２か月くらいになります。その下に今年

の３月に他の里親さんを経由してきた子が

います。特別支援学校の高等部１年生です。

この子は虐待のお子さんです。それから上

の１６歳のお子さんも虐待のお子さんです。

その下に１４歳、中学３年生の女の子がい

ます。児童自立支援施設を経由して１２月

１日でちょうど３年になります。 

一番下に特別支援学校の中等部２年生の

男の子がいます。その子も来月でちょうど

５年になります。ここまで措置児童が６人 

です。その他にプラス、今、一時保護で１

か月経過している、１７歳の女の子がいま

す。この子は県立高校の単位制の定時制高

校の２年です。子ども８人と夫と私とそし

て愛犬が一匹で生活しています。 

ファミリーホームなので養育補助者とし

て、毎日お手伝いに来てくださる方、それ

から土曜日だけご馳走の日になっていて、

栄養士さんが今日は、昼、夜、作ってくだ

さっています。フルメンバーはそういうと

ころです。ですから障害を持つ子どもが今

７人で、療育手帳を持つ子が、３人います。

それから精神科に通っている子どもが今、

２人おります。それから非行の子どもが２

人います。みんなどこかに引っかかってい

る子どもしか来ません。こういう状態です。 

少し子どもの事例をお話ししたいと思い

ます。 

まず、我が家にやってきた子どもたちの

表をごらん下さい（表１最終ページに添付）。

１番から２３番まで。里親で預かった子ど

もは抜けていますが、うちにどういう子が

来たかということを書いています。この中

でどういう経路を通ってきたかを皆さんに

分かりやすくするために、まず今いる子だ

けをお話しします。 

８番に８歳でやってきた男の子がいます。

これがうちの一番下の子で１３歳です。乳

児院から児童養護施設に移り、2 歳から小

学校１年生まで児童養護施設です。生まれ

た時、児相の今はもう課長さんになられた

方ですけれど、その方が抱っこして、大学

病院（産院）から乳児院に連れて行ったと

言われている男の子です。その後、小２か

ら知的障害児の入所施設に移されまして、

小学校３年生秋までおりました。実は私た

ちはその子が小学校の２年の途中から児相

に頼まれて週末里親というのをしていたの

です。知的障害児施設というのは契約によ

る入所施設なので、お子さんたちは金曜日

の夜に親御さんが大概迎えに来て帰宅しま

す。日曜日の夜にその施設に子どもたちが

帰されるのです。そうすると社会的養護の
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子どもはその中では彼ひとりだけだったそ

うです。それで不憫に思った施設の先生は、

週末とかに、交代で自宅に連れて帰ってく

ださったようですが、週末だけ預かっても

らえないかと頼まれたのです。これがまっ

たくの手弁当のボランティアで、「えぇ…！」

と思ったんですけど、家にはいっぱい子ど

もがいるので通えない。車で１時間半ぐら

いかかるんですよ。頼むほうも頼むほうで

すけど、私たちも引き受けるほうも引き受

けるほうだと思いますけれども。引き受け

てしまったのです。そうすると最初は自分

たちは月に１回ぐらいボランティアをすれ

ばいいと思って引き受けたわけですが、そ

うはいかずにとうとう毎週行く羽目になっ

たのです。子どもが来てって言うわけです

よ。子どもに「来て」と言われると里親の

弱いとこですね。行かざるを得ないです。

私が行けない時は、主人が、主人は車の運

転が出来ませんので、公共機関で迎えに行

くのです。私の時は車で迎えに行くわけで

す。そういう暮らしを１０か月近くしたと

ころで、児相にギブアップ宣言をしました。

「お願いです、委託にしてください」と。

週末に、金曜日に迎えに行って日曜日に帰

す生活を８か月くらい経つと、他に子ども

がいるし、日曜日は行事満載なのでもうア

ップアップで、お休みがない状態になって

いました。それならば委託がよかろうと。

とっても癒されるぼーっとしたいい男の子

だったのです。顔が可愛いとかそういうの

ではなくて、すごく癒され～る子どもだっ

たのです。それにほだされて遂に強引に委

託にしてもらいました。委託にしてもらっ

たのはよかったのですが、どんどんどんど

ん子どもが変わるのです。どういう風に変

わるかというと、ぼーとしていた子どもが、

はっきりした子に変わっていくのです。は

っきりしたというと、いい表現ですけれど

も、はっきり言うと悪く育っていくわけで

す。あれこれに興味を持つようになって、

家の中の物というのは子どもにとって刺激

がいっぱい。水道の水を出したり、ガスに

火をつけたり何でも試したくなるのです。

掃除機で水をわざとこぼして吸い取ってみ

る。それされると掃除機壊れます。電化製

品、いっぺんにやられますので。扇風機、

回せるところ外せますね。そういう子の特

徴、外せるけど、元に戻せない。あらゆる

時計を壊しました。うちにある時計はすべ

て無くなりました。テレビ、ビデオも。ビ

デオいくつ壊したかわかりません。でも今

はビデオの時代じゃなくなったからいいで

すけど。テレビも壊しました。チャンネル

のところを壊すのです。それを止めるとど

うなるかというと、実は外に向かって「ガ

ラガラガラ…」。私も声が大きいですけど、

彼は私の今の声の１０倍くらい大きい声で

がなりたてる。で、近所の人から「ライオ

ンの雄たけびが聞こえるで」って皮肉を言

われるわけです。で、私たちは「すみませ

ん…」って言っているのです。「ごめんなさ

い」、「すみません」と。うちの主人の母が

近所中に、「あの子ちょっとおかしいからす

みません」って。でも、私、いいお嫁さん

していたのですよ。 

ファミリーホームをするために、家を建

て増すために、結婚した当時の、わが家に

戻ってきました。娘を私立の小学校にやる

ためいっとき、私の実家に移っていたので

す。私、いいお嫁さんでしたので、子ども

が中学校になるまでに帰ってきますという
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約束を守って、主人の実家近くの私たちの

家に戻ってきたのです。結婚した当初は、

農作業を手伝っていました。とてもいいお

嫁さんを演じていたわけですので、それで

近所の人たちができたお嫁さんって。ただ、

ちょっと変わり者。何が変わり者って、何

か子どもをいっぱい連れて帰ってくるらし

いと。「ちょっと変わり者だけど、ものすご

くいい人よ」っていうのを近所の人が言っ

てくれたおかげで、今の男の子、仮にＴ君

と言いましょう。Ｔ君に対してみなさんが

好意的になって、「ガーガー言うのはちょっ

と遅れたお子さんだからで、面倒見る人が

いなかった可哀想なお子さん」って。田舎

ですから、そうやって近所の人はおやつを

持ってきてくれる、「みかんがなっているか

ら持って行き」って言ってくれる、「柿があ

るから持って行き」と言ってくれる、とい

うように、皆さんが、近所の人がよくして

くれました。彼は本当に目立ちますから、

消防訓練があれば消防自動車の上に乗って、

遊びまくるわけですよ。ひとりだけで遊ぶ

のはいいですけれども、それを見た近所の

悪そうな男の子たちが真似して、小さい男

の子たちはみな乗って遊ぶわけです。消防

訓練にならないのですけれども、面白いで

しょう。年寄というのはやっぱり過疎化の

町ですので、喜んでくれる。面白い子ども

じゃないのって。路上駐車の車に砂で字を

書きます。路上駐車をした方が悪いという

のは、近所の人みんなが「あんなところに

車を止めてね、通りづらいのに止めていた

からね」と、いくら子どもに言っても「し

ょうない、しょうない」って、田舎ですか

ら皆さんが支えてくれました。そういうよ

うな男の子です。今は大分よくなりました。

かなり上のお兄さんの影響を受けてですね、

チャラオの真似をしたがっております。し

かし、それも成長かと。やっぱり知的な部

分は、ＩＱは５８ぐらいからは上がらず、

下がっていくばかりですが、なかなかいい

男になってきました。その子が今、一番下

です。 

その次、13 番の１５歳、いわゆるチャラ

オの兄ちゃんですけれども、小学校２年生

ぐらいから一時保護の繰り返しです。お母

さんはどんな方かと言うと、頭はいいと思

いますが、精神的不安からか児童相談所に

毎日、毎日夜中に電話をかけられる、そう

いうお母さんを持っています。実は彼が「も

う眠れない」と言うほど、お母さんから連

日うちにも電話がかかってきます。最初、

固定電話にかかって来た時私たちが取りま

すが、真夜中の３時とか、５時とかです。

取らないとどうなるかというと、ずっと鳴

りっ放しになりますので、私か主人が取る

ようにしますけど。「子どもを呼んでくださ

い」って言うので「寝とります」と言うん

ですね。夜中の１２時なんかはまだ起きて

いますから、代わります。そうすると延々

２時間しゃべっています。彼は、「ふぅん、

ふぅん、ふぅん」って聞いています。ふぅ

ん、ふぅんって聞いているから「聞いてる

の？」って聞いたら、いや、聞いていない

って。ただ、切ったらまたかかってくるか

ら。恥ずかしいって。何が恥ずかしいって、

夜中だからいいけど、これが夕食時にかか

ってくるのが一番恥ずかしいと。家の電話

は台所の近くにあるものですから、みんな

に筒抜けなのです。で、他の子に悪いから、

恥ずかしか…っと言うような言い方をして

います。とうとう彼は自分で携帯を買いま
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して、お母さんと携帯で話すようになった

のですが、これは私には大失敗でした。携

帯を持たせたのが大失敗ではなくて、夜中

にお母さんからかかってくるのです。時々

彼は着信拒否をしているのです。そうする

と、その携帯、親御さんの契約になってい

ますので、お母さんが携帯を解約したので

す。今度は彼はどうしたかと言うと、実は

離婚しているお父さんのほうとコンタクト

を取って、お父さんから携帯を買ってもら

う。そしてまた携帯を持ってしまう。今、

携帯依存の状態が続いていますけれども、

何とかスマホとも折り合いをつけています。

「あんた、そんなにスマホばっかり買い換

えなさんな」と言っても、新型が出るとス

マホを買い換えるのです。うちはですね、

携帯とか、スマホは親御さんが買った時は

いいけれど、私たちは買ってやらないと言

っています。そうすると親御さんとの間で

コンタクトを取って手に入れる。そういう

暮らしを続けています。「借金がないとバイ

トしたくないもん」と今、コンビニでバイ

トしているその男の子が言うのです。「あん

た、そんなに借金だらけにしなさんな」っ

て私が言っても親御さんがそういう生活だ

ったのです。彼が今まで生きてきた文化と

いうものがありますから、親御さんが借金

だらけの生活をするとやっぱり借金だらけ

の生活を何とも思わないわけです。しつこ

く私たちは、「返しなさい、返しなさい」っ

て言うとちょっと返すようになり、だいぶ

良くなる。そういうふうな状態です。あと、

来年の春に高校を出ていきますから、今、

主人は車の免許を取らそうと一生懸命です。

春から実は自動車学校にやっていますが、

のらりくらりしながら、あとちょっとで免

許が取れそうと言いながらギリギリで通っ

ています。成功体験を何度でもさせたいと

いう状態です。（注。９か月かかり取りまし

た） 

それからその下に、番号で言うと１６番。

１３歳で来た女の子がいます。生まれてす

ぐに乳児院にやられて、２歳半ぐらいで家

庭に引き取られますが、一時保護所と家庭

とを行ったり来たりの繰り返しです。とう

とうお母さんのパートナーとそれから実の

お母さんによる虐待で中１の時に保護され

ました。家に来て３年と２か月くらい経ち

ますけれども、来た時の身長が１２８ｃｍ、

体重２６ｋｇでした。うちの娘が小学校に

上がった時の身長、体重と一緒というぐら

いの小さな中学１年生でした。今は１４２

ｃｍ、体重は４０ｋｇです。病院にずっと

かかっておりました。食べる量が桁外れに

多い。どんぶりでご飯を山盛り食べて、高

校生の男の子並のおかずの量を２年６か月

に渡って食べていました。半年ぐらい前に

やっと女の子並の食事量になりました。そ

の子は「何々が欲しい」、「ごめんなさい」

が言えないです。やっと少し「ありがとう」

が言えるようになったところです。「ごめん

なさい」は絶対に言えません。去年、私は

干し柿を作ろうと干していたんですが、食

べる時期になると半分に減っているんです

ね。この子をＭちゃんと言う名前とするな

ら、一番下の男の子に「まだ渋かったかも

しれないのに」って言ったら、「Ｍちゃんガ

ラスがおったよ」って言うんですね。「カラ

スがおった、カラスがおった」と言うんで

すが、カラスなんかおらんし、屋根がある

からカラスは食べないと思うけどって言う

と、違う、Ｍちゃんガラスってなかなかユ
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ニークな命名をしてくれました。食べ物に

対してやっぱり食べさせてもらっていない

執着はすごいものがあって、部屋にお菓子

を隠しているのです。私はいつも冷蔵庫の

一角におやつスペースを作っていますが、

そっと取って行って、食べるならまだいい

けれど、食べかけのものを棚の中に隠すの

で蟻の行列です。いくら掃除をしても部屋

替えをしても蟻がいる。「困ったなぁ、誰か

お菓子を持っていない？」って言ったら、

「違う」ってみんな言い張ります。みんな

違うって言うけれど、とうとう引き出しの

中の下着が蟻の山。真っ黒。「えぇ！！」と

言うぐらい大騒ぎしました。うちは男子は

母屋の２階に２人、女の子は離れにうちの

娘も入れて６人いますが、掃除ができてい

ないと、部屋替えをしょっちゅうしていま

す。大体、１カ月に１回、部屋替えをして

いますが、部屋が汚いと１か月にならなく

てもチェンジさせます。で、誰かひとり悪

かったら、「共同責任」って私、言っていま

すので、部屋替えをする。そうやって出来

るだけ綺麗にすることにしています。そう

いうことを言っても従う子たちです。お掃

除も自分の部屋は自分でする。お茶碗も自

分で食べたお茶碗は中学生になったら自分

で洗いましょうというふうにしています。

私のこだわりで食器は絶対に良いものしか

使わせたくない。だからうちは九州ですか

ら有田焼という焼き物、ご存知ですか？そ

れなりにちょっと高いですが、基本、主人

の実家は農家ですから、鉢とか大変高価な

物がありますが、絶対にそれを使わせたい、

子どもに本物を見せたいというのが私のこ

だわりです。でも、さっきの女の子ですけ

ど、割るのです。割るのはいいですが、割

ったのを隠し棄てるのです。 

これを「ごめんなさい」が言えるように

したいということをいつも考えています。

地道に言っていくしかないということです。 

それからその下の１７番に中学３年生の

女の子のことです。その子は家庭から児童

自立支援施設に行き、１０か月ほど生活し

て、うちにやって来ました。どっちかとい

うと斜に構えて、下から上を見るような、

そういうヤンキーもどきの子どもでした。

彼女が言うにはここに来て、「いろんな食べ

物を知った、いろんなものを初めて食べた」

というのです。布団の無い生活を彼女はし

ていました。布団の無い生活ってどういう

生活かと言うとワンルームマンションで寝

ていたのですが、毛布が一枚あっただけで

す。その毛布を敷いて寝ていた。それから

持っているお洋服をいっぱい掛けて寝てい

た。お布団が無いわけです。それからお母

さんが男の人と出て行ったりすると、女の

子３人で部屋に取り残されていたのです。

電気は止められなかったけれど、ガスはも

う止められていたのです。水道と電気は止

められていないのですが、ガスがないので、

お風呂に入れないわけです。「どうやってお

風呂に入っていたの？どこかに行って入っ

ていたの？」って聞いたら、私に向かって、

「お母さん、バケツ２杯でお風呂にはいれ

るよっ」と言うのです。「どうやってバケツ

２杯で入ったの」と聞くと、バケツ２杯分

を電気ポットで沸かし、水とお湯があるか

らそれで沸かした２杯の水で、お風呂場で

髪の毛洗って、顔を洗って、先に顔を洗う、

それから頭を洗って体を洗って、もう１杯

分、お湯の方で薄めながら、水を足しなが

ら、それをかけてお風呂はいれるよと言う
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わけです。バケツ２杯のお風呂ってみんな

に言うのです。それが当たり前と思ってい

る。「食べていたもの、何？」と聞くと、お

母さんが月に１回来ると姉ちゃんにいくら

かお金を渡して行ったと。それで電気代と

水道代だけを払って、残りはラーメンを買

っていたと。ラーメン作り、天才的に上手

です。カップラーメンなんてもったいない

と言うのです。ふつうの袋ラーメンを１か

月分買って、小学校２年生から児童自立支

援施設に保護される小学５年生まで「どこ

の家でもラーメンが夕飯だと思っていた」

と。ちょっとだけお金がある時はコンビニ

で唐揚げがあると、この唐揚げがご馳走だ

ったと。もうちょっとお金がある時はそれ

で食パンを買えるって。そういう生活を２

年生、３年生、４年生、５年生の保護され

る途中までしてきたのです。そういうお子

さんです。だから親切にしてくれる人に対

して疑り深いところもあります。勉強とい

うのは、させよう、させようとしています

が、すぐ、諦めるとか、そういう欠点はあ

りますが、来てすぐに私のことを「お母さ

ん」と呼びました。「何で？」って言ったら、

もちろん自分の親のことをママと言って区

別するけど、「ご飯を食べさせてくれる人は

お母さんや」って言うのです。自分は小学

校に行っていても自分の同級生の近所のお

母さんたちから「遊んだらあかん」ってみ

んなに言われて、遊んでくれなかったし、

髪の毛も金髪だった。何で金髪にしたの？

と聞くと、「金髪は嫌」って言ったけど、マ

マとかお姉さんが、余った染粉で髪の毛を

金髪にするもんって言うのです。お洋服も

お姉ちゃんたちのお下がりだから、ヤンキ

ーな姉ちゃんのお下がりだからみなさん、

どんな服か想像がつきますよね？そういう

服だったから遊ぶなって言われて。でも、

学校に行ったらいつも校長室に呼ばれて、

校長先生から何か貰って食べていたと。校

長室に行ったら校長先生が食べなさいと言

って、クッキーとか、くれよったと。それ

が楽しみで学校に行っていたと。あとは給

食費など払えないから払ったことがないわ

けです。母親が就学援助の手続きをしてく

れないので、いつも言われるけれど、仕方

がない、どうもせんと。担任の先生が払っ

ていたようだと言うのです。そういった話

をぼつぼつして、「ご飯を食べさせてくれる

人がお母さんやけん、私のお母さんやろ」

と、私に聞くのです。「そうよ」と言うと、

なかなか素直な、ぶつかるけれど、いい子

です。 

それから１８番の１６歳の女の子。特別

支援学校の高等部を卒業して、今、一般就

労をしています。この子は１歳半で児童養

護施設に置き去りにされたまま、兄妹３人、

児童養護施設で生活しています。中３の時

にお母さんが突如現れて、家庭に引き取ら

れました。お兄ちゃんたちは引き取られて

いません。お母さんの新しい家族と一緒に

生活するのですが、お母さんとうまくゆか

ず、１年後にフライパンで頭を叩かれ、一

時保護され、うちに来ています。まぁ、こ

の子のことを話せば１時間じゃ済まなくな

ります。私とも何回も喧嘩しました。だけ

ど、実母でなく、私のことを「お母さんだ」

と言い張ります。で、自分では夢を持って

実母のところに帰ったのです。施設で長い

こと、１５歳まで暮らして。お母さんが急

に来て、楽しい生活を夢みていたら、虐待

される生活になって、うちに引き取られて
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きました。彼女にとって里親の家は、口う

るさくないし、叩かれないし、嬉しいと。

施設でみんなと食堂で食事をしていた時は、

偏食が多くて食べなかったということです。

「何で食べないの？」と言いながら、私、

横についてずっと食べ終わるまで待つこと

にしているのです。そうするとピーマンな

ど大嫌いなものも、私が怒るからしぶしぶ

食べるのです。食べたらものすごく褒める

ことにしています。「食べれたやない！」っ

て。食べたことがないものは、子どもは不

味いという判断をするのか、やっといろん

なものが食べられるようになりました。今

では一応、何でも食べていますが、そうい

うお子さんです。 

それから時間がないので飛ばしますが、

２２番の女児は特別支援学校の高等部の１

年生。この子は虐待のあるお子さんで、里

親家庭に引き取られますが、里母さんが初

めての養育で、疲弊してしまいました。男

の子についていくのです。買い物の時も、

里母さんは、ずっと見張っていたようです

が、性的なものに興味が強かったようで、

男の子にどうしてもくっついていくもので

すから。心労が重なり倒れまして、その後

うちにやって来ました。神経が細かすぎて

責任感が強すぎたのだと思います。私は怒

りをしっかり言葉に表すようにしています。

勿論、手は出しませんが、悪いことは悪い

と。「約束を破ったらつまらん」という言い

方をしています。 

そして最後、２３番の今、一時保護の女

の子が１７歳で来ています。この子はアス

ペルガー障害と、躁鬱の２極を合併し、精

神科に通院しています。この話をするとこ

れも長くなりますので、そういう子どもた

ちばかりの生活をしているということです。 

我が家には２つのルールがあります。１

つは絶対に１０時までには部屋に入るとい

うこと。これは夜中に抜け出したりする子

がいますので、それは避けたい。それから

プライバシーを確保したい。だからお風呂

もひとりで入りなさいと怒っています。す

ぐに一緒に入ろうとするのです。一緒に入

ることはダメと言っています。自分の好き

なようにゆっくり入る。風呂はひとりで入

ると。誰かと一緒に入って欲しかったらそ

の時は私か、養育補助者の人に言いなさい

と。何なら私が一緒に入ってあげるよと。

邪魔だったらひとりで入りなさいというル

ールにしています。１０時には自分の部屋

に入る。部屋の電気を消して、勉強する以

外は電気を消しておきなさい。嘘はつかな

い。こればかりは口酸っぱく言っています。 

うちは盗癖の子がいたこともあります。

へんてこなルールを作りまして、盗癖の子

がいた時は、盗癖があるのはわかっている

ので、嘘をつかないようにしているのです。

子どもの情報も。盗癖があっても言わなか

ったら、出して置いたら無くなりますから

必ず私たちに預けなさいと。お金とか、財

布とか、置いておくほうが悪いというルー

ルにしています。だから大事なものは自分

できっちり管理するか、大人に預けなさい。

それで無くなったというのは、つまらない

と。そして盗った子には悪いことは悪いけ

ど、怒るけど、怒ったりしない。ちょっと

分かりにくいかもしれませんが、叱るけど、

嘘をつかないことが大事、と。盗ったこと

は盗ったことで、それでいいと。わかった

と。でも、今度から盗らないようにしなさ

いと。いつも言いますけど、盗らないよう
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にしなさいと。だけど、嘘はつかないでと。

盗ったのに盗らないと言うのは、あなたの

信用を無くす。人は何が大事って、信用が

大事。盗ったものを盗ったというのはあな

たの信用を無くさない。だけど、盗ったも

のを盗らないと言ったら、信用もなくすよ

と。悪いことをした上で信用も無くしたら、

あなたは生きていけないでしょうと。信用

する人ができて初めて人は生きていけるの

よと。あなたが嘘をつかなかったら私はき

っと一生あなたの面倒を見ると。主人も同

じように言うのです。盗ることは悪いけど、

嘘をつくことはもっと悪いと。ついでに言

うと、そのことを見ていて、言わなかった

のも同じだからねと言います。 

他に、我が家がこだわっているのは、「あ

んたがここにいる間は吉田さんだからね」

と。家の中では吉田さん、家から一歩出た

ら自分のフルネーム。上下の名前で言いな

さいと。家の中ではみんな吉田さんになる

のよと。家族ごっこかもしれないけれど、

家族だよというのが我が家のこだわりです。

ですから地域の掃除とか、ゴミ出しとか、

町内清掃とかは全員でやります。「ここで住

んでいるのだから全員出るのだよ」と。全

員出るからみんな顔を知ってもらって、そ

していろんなことを教えてもらうし、みん

なが支援してくれるのです。だから新しい

子が来たら、町内にはうちの子しかいない

のです。だから、みんな「吉田さんちの何々

ちゃん」と、子どもの名前を覚えてくれて

います。だから苗字なんて知らないです、

近所の人皆さん、吉田さんと呼んでくれま

すが、そのうちに何々ちゃんっていう言い

方をしています。 

それから我が家の生活習慣は、うちはも

のすごい田舎です。１時間に１本か２本し

かバスがありません。ですから一番早い子

は、バスが無い時間なので６時に私が駅ま

で車で送ってゆきます。男の子をのぞいて

女の子は全員７時半のバスに乗らないと学

校に行けないのです。ですから私が最初の

子どもを送る６時にみんな起床です。起こ

して出ます。私が駅に行って戻って来ると

６時半になります。それまでに全員が起き

て何をしているかというと１個だけお手伝

い。これが女の子のルールにしています。

７時半のバスで行く子は必ず１個だけお手

伝いをしていく。何をかと言うと、女の子

の部屋は離れですから、トイレ掃除、お風

呂掃除、掃除機かけ、３つぐらいあります。

そうすると手分けして、子どもたちは１つ

だけお手伝いをして行きます。私は６時に

出る時に４人分のお昼のお弁当をテーブル

においておきます。私の起床時間は実は５

時半です。主人が５時に起きて私を５時半

に起こします。私はその３０分が、私、す

ごい朝寝坊なので、５時に起こされても起

ききれないのです。それで主人が私を３０

分かけて「ギリギリよ、もう時間よ」って

起こしてくれます。最初から５時半に起こ

してくれると５時４０分になるので、敵も

さるもので、弁当が間に合わないだろうっ

て。３０分間で私を起こしてくれます、５

時半から私は超スピードで４つのお弁当を

作って、６時に子どもたちを全員起こして、

最初の子どもを連れて外に出て行くという

生活をしています。１０時には部屋に入る。

夕飯はいろいろなことがありますが、６時

半から７時の間はテレビを消す時間にして

います。テレビを見たがる子がいますが。

でも、この３０分間だけはちゃんとみんな
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と、私の財布から盗ったというオチが付き

。やっぱり、１万円札で買い物をし

です。そこが田舎の

いいところですね。「スーパーで買い物をし

ていたよ」、「タクシーに誰々ちゃんは乗っ

せてと、怒

です。子どもは

怒られないです、タクシーに乗っても。私

が、「何であんたが送っていかないで、それ

がわかったら近所の人に頼めばよかろうに。

タクシーやら使わないで」って、近所の人

何のことはない

持ちだしたお金でタクシーに乗っていただ

けなのです。いろいろ地域の人が見てくれ

ています。とてもありがたいです。我が家

には「吉田ホームを応援する会」といって、

児童相談所の歴代の所長さんや児童福祉司

さんも含めて、それから民生委員さんも含

めた我が家を応援する会を作っていただい

、子どもの誕生会とかもしてもらってい

ます。こういう安全・安心があって初めて

私はひとつだ

け伝えます。あなたたちには、誰にもない

けど、ものすごい教育を受けたことがある

ような気持ちになることがあるよ

いな言葉使いをしなさい、きれいな言葉使

いは品格を上げることができるから、頭が

悪くても品格が上がれば人間性が上がるの

よというようなことを言って生活をしてお

ります。たくさん本当は言いたいことがあ

りますが、時間が無いのでこれぐらいにし

たいと思います。またいろいろ聞いて

だき

 

司会：

はまたすぐ再登壇していただきます。それ

では３時半から後半の部を開始します。

司会：

後半の部に入りたいと思います。ここから

は先ほどのおふたりの発表を受けてフロア

のみなさんを交えてざっくばらんに意見交

換、議論を深めていただけたらと思ってい

ます。招聘講師のパトリック先生が、その

先鞭を切りつつ、この場の司会をしてくだ

さるという

パトリック先生は今日、３種類の資料を持

って来てくだ

しょうか？これはパトリック先生からのプ

レゼント、あるいは宿題ということですの

で。今日のこの場ではあまり資料にはこだ

わらず、お二人の発言を受けてのコメント

けど、ものすごい教育を受けたことがある

ような気持ちになることがあるよ

いな言葉使いをしなさい、きれいな言葉使

いは品格を上げることができるから、頭が

悪くても品格が上がれば人間性が上がるの

よというようなことを言って生活をしてお

ります。たくさん本当は言いたいことがあ

りますが、時間が無いのでこれぐらいにし

たいと思います。またいろいろ聞いて

だき、ありがとうございました。（拍手）

司会：ありがとうございます。吉田さんに

はまたすぐ再登壇していただきます。それ

では３時半から後半の部を開始します。

（２０分休憩）

 

司会：それでは３時半になりましたので、

後半の部に入りたいと思います。ここから

は先ほどのおふたりの発表を受けてフロア

のみなさんを交えてざっくばらんに意見交

換、議論を深めていただけたらと思ってい

ます。招聘講師のパトリック先生が、その

先鞭を切りつつ、この場の司会をしてくだ

さるということです

パトリック先生は今日、３種類の資料を持

って来てくださいましたが、皆様お持ちで

しょうか？これはパトリック先生からのプ

レゼント、あるいは宿題ということですの

で。今日のこの場ではあまり資料にはこだ

わらず、お二人の発言を受けてのコメント

けど、ものすごい教育を受けたことがある

ような気持ちになることがあるよ

いな言葉使いをしなさい、きれいな言葉使

いは品格を上げることができるから、頭が

悪くても品格が上がれば人間性が上がるの

よというようなことを言って生活をしてお

ります。たくさん本当は言いたいことがあ

りますが、時間が無いのでこれぐらいにし

たいと思います。またいろいろ聞いて

、ありがとうございました。（拍手）

ありがとうございます。吉田さんに

はまたすぐ再登壇していただきます。それ

では３時半から後半の部を開始します。

（２０分休憩）

それでは３時半になりましたので、

後半の部に入りたいと思います。ここから

は先ほどのおふたりの発表を受けてフロア

のみなさんを交えてざっくばらんに意見交

換、議論を深めていただけたらと思ってい

ます。招聘講師のパトリック先生が、その

先鞭を切りつつ、この場の司会をしてくだ

ことです。 

パトリック先生は今日、３種類の資料を持

さいましたが、皆様お持ちで

しょうか？これはパトリック先生からのプ

レゼント、あるいは宿題ということですの

で。今日のこの場ではあまり資料にはこだ

わらず、お二人の発言を受けてのコメント

けど、ものすごい教育を受けたことがある

ような気持ちになることがあるよと。きれ

いな言葉使いをしなさい、きれいな言葉使

いは品格を上げることができるから、頭が

悪くても品格が上がれば人間性が上がるの

よというようなことを言って生活をしてお

ります。たくさん本当は言いたいことがあ

りますが、時間が無いのでこれぐらいにし

たいと思います。またいろいろ聞いて

、ありがとうございました。（拍手）

ありがとうございます。吉田さんに

はまたすぐ再登壇していただきます。それ

では３時半から後半の部を開始します。

（２０分休憩） 

それでは３時半になりましたので、

後半の部に入りたいと思います。ここから

は先ほどのおふたりの発表を受けてフロア

のみなさんを交えてざっくばらんに意見交

換、議論を深めていただけたらと思ってい

ます。招聘講師のパトリック先生が、その

先鞭を切りつつ、この場の司会をしてくだ

パトリック先生は今日、３種類の資料を持

さいましたが、皆様お持ちで

しょうか？これはパトリック先生からのプ

レゼント、あるいは宿題ということですの

で。今日のこの場ではあまり資料にはこだ

わらず、お二人の発言を受けてのコメント

けど、ものすごい教育を受けたことがある

。きれ

いな言葉使いをしなさい、きれいな言葉使

いは品格を上げることができるから、頭が

悪くても品格が上がれば人間性が上がるの

よというようなことを言って生活をしてお

ります。たくさん本当は言いたいことがあ

りますが、時間が無いのでこれぐらいにし

たいと思います。またいろいろ聞いていた

、ありがとうございました。（拍手） 

ありがとうございます。吉田さんに

はまたすぐ再登壇していただきます。それ

では３時半から後半の部を開始します。 

 
それでは３時半になりましたので、

後半の部に入りたいと思います。ここから

は先ほどのおふたりの発表を受けてフロア

のみなさんを交えてざっくばらんに意見交

換、議論を深めていただけたらと思ってい

ます。招聘講師のパトリック先生が、その

先鞭を切りつつ、この場の司会をしてくだ

パトリック先生は今日、３種類の資料を持

さいましたが、皆様お持ちで

しょうか？これはパトリック先生からのプ

レゼント、あるいは宿題ということですの

で。今日のこの場ではあまり資料にはこだ

わらず、お二人の発言を受けてのコメント
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をしてくださるそうです。最後にひとつ、

残念な連絡があるのですが、先ほどお話を

してくださった吉田さんが帰りの新幹線の

関係で１６時半までしか、こちらの会場に

いられないので、質問がある方はぜひ最初

に集中して吉田さんにしていただけたらと

思います。それではパトリックさん、よろ

しくお願いします。 

 

女性１（研究協力者）：吉田さん、ファミリ

ーホームになってお金の問題は解決したん

ですか？ 

吉田：そうです。おかげさまでお金のほう

はかなり解決しています。もちろん私たち

の収入として、人件費として貰っているの

ですが、私の分はすべて子どもに還元して

います。車の免許を取らせたり、資格を取

らせに行ったり、プラスアルファいろいろ

使えることができるようになったので、私

の分は還元するというふうにして。最低限

の生活費はいただいていますので。 

女性１：学費は里親さんが負担していると

いうことですね？ 

吉田：学費は高校生に関しては私立は３万

２千円、公立は２万２千円ほどですね。そ

れはもう里親時代から出ていたのです。 

うちはすごい田舎ですので、高校に通わせ

る交通費というのは、どうしても自己負担

になってしまいます。それとプラスアルフ

ァ、自動車学校にやるお金はもちろん出ま

せんし。ファミリーホームになったので、

どう使おうと私の自由ということは、あり

がたいと思っています。 

司会：もしよろしければ最初にフロアから

質問がありましたらお引き受けしたいと思

います。いかがでしょうか。 

男性１（里親）：里親をやっていますが、う

ちも子どもが今、１７歳で来年の３月で措

置解除の年になります。３歳～１７歳まで

１４年間、１５年間育てて、それでも自立

させるのが大変です。この子のことを知っ

ている方が多いと思いますが、高校も中退

して、通信に行って、通信に行ったけど勉

強しないので、親が答えを書いて出させて

いるような状況で。途中から育てるのは大

変なことです。やっぱり私としてはこうい

う取り組みも大事ですが、やはりゼロ歳か

ら生後すぐに家庭に受け入れて、そしてそ

こから育てるほうが費用もかからないだろ

うし、かかわる人たちも疲れずに、または

バーンアウトせずに済むだろうと思ってい

ます。そうは言ってもそういう子どもたち

は出て来るので、こちらの活動も必要なの

かな、と。これはちょっと感想です。本当

にご苦労さまです。 

吉田：私は児童養護施設から来た子どもた

ちは最初から里親委託してくれたらよかっ

たのにと、強く思っています。だけど、う

ちに来ている子、みんな親がいるのです。

でも、親がいて、中学生ぐらいになった時

の受け皿として、私は今、中高生を受けて

いるつもりなのです。私は小さい子は里親

さんに行ってもらいたいと願っています。

里親のほうがうんといいと私は思っていま

す。だけど、私の仕事として、役割として

中高生をお預かりしたいなと、うちは。役

割分担のひとつかなって思っています。 

 

司会：ありがとうございます。質疑応答は

後で。そろそろパトリックさんのお話をお

願いしたいと思います。 



 

パトリック・トムリンソン：

ざいます。まずお二方、森先生と吉田さん、

素晴らしいお話をいただき、ありがとうご

ざいます。先ほど森先生からオーストラリ

アの

ました

前から一緒にお仕事をさせていただいてい

るということで、大変良い事例のご紹介を

頂いたかと思います。

ですが、これは、非常に熟慮を重ねた形の

モデルということで、２０年以上も前から

積み上げられた仕事の実績があるわけです

が。かなり詳細に渡って、いろいろな部分

から考えを重ねて作られたモデルであると

いうことで。２年程前にこれについては、

本を出版しております。

福村出版より出版：トム

訳：「虐待を受けた子どもの愛着とトラウマの治療的ケア

～施設養護・家庭養護の包括的実践モデル～」

非常に興味深いお話を森先生から頂き、

その後に吉田さんから実際に違った視点か

らの子どもたちのケアということで、また

別の視点を頂きまして、こちらも大変興味

深く伺っております。かなり年長のお子さ

ん方のケアということで、非常にいろんな

inspiration

昨日も里親の皆さんとお話をさせて頂い

ている中で、質問が出たのですが、里親と

いうのはそもそも愛情を注ぐ親という位置

パトリック・トムリンソン：

ざいます。まずお二方、森先生と吉田さん、

素晴らしいお話をいただき、ありがとうご

ざいます。先ほど森先生からオーストラリ

アの Lighthouse 

ましたが、私は Lighthouse

前から一緒にお仕事をさせていただいてい

るということで、大変良い事例のご紹介を

頂いたかと思います。

ですが、これは、非常に熟慮を重ねた形の

モデルということで、２０年以上も前から

積み上げられた仕事の実績があるわけです

が。かなり詳細に渡って、いろいろな部分

から考えを重ねて作られたモデルであると

いうことで。２年程前にこれについては、

本を出版しております。

福村出版より出版：トム

訳：「虐待を受けた子どもの愛着とトラウマの治療的ケア

～施設養護・家庭養護の包括的実践モデル～」

非常に興味深いお話を森先生から頂き、

その後に吉田さんから実際に違った視点か

らの子どもたちのケアということで、また

別の視点を頂きまして、こちらも大変興味

深く伺っております。かなり年長のお子さ

ん方のケアということで、非常にいろんな

inspiration を得

昨日も里親の皆さんとお話をさせて頂い

ている中で、質問が出たのですが、里親と

いうのはそもそも愛情を注ぐ親という位置

 

パトリック・トムリンソン：

ざいます。まずお二方、森先生と吉田さん、

素晴らしいお話をいただき、ありがとうご

ざいます。先ほど森先生からオーストラリ

ighthouse 財団のご報告をいただき

Lighthouse 財団とは３年程

前から一緒にお仕事をさせていただいてい

るということで、大変良い事例のご紹介を

頂いたかと思います。Lighthouse

ですが、これは、非常に熟慮を重ねた形の

モデルということで、２０年以上も前から

積み上げられた仕事の実績があるわけです

が。かなり詳細に渡って、いろいろな部分

から考えを重ねて作られたモデルであると

いうことで。２年程前にこれについては、

本を出版しております。（日本語訳

福村出版より出版：トムリンソンら原著

訳：「虐待を受けた子どもの愛着とトラウマの治療的ケア

～施設養護・家庭養護の包括的実践モデル～」

非常に興味深いお話を森先生から頂き、

その後に吉田さんから実際に違った視点か

らの子どもたちのケアということで、また

別の視点を頂きまして、こちらも大変興味

深く伺っております。かなり年長のお子さ

ん方のケアということで、非常にいろんな

を得ました。 

昨日も里親の皆さんとお話をさせて頂い

ている中で、質問が出たのですが、里親と

いうのはそもそも愛情を注ぐ親という位置

パトリック・トムリンソン：ありがとうご

ざいます。まずお二方、森先生と吉田さん、

素晴らしいお話をいただき、ありがとうご

ざいます。先ほど森先生からオーストラリ

のご報告をいただき

財団とは３年程

前から一緒にお仕事をさせていただいてい

るということで、大変良い事例のご紹介を

Lighthouse のモデル

ですが、これは、非常に熟慮を重ねた形の

モデルということで、２０年以上も前から

積み上げられた仕事の実績があるわけです

が。かなり詳細に渡って、いろいろな部分

から考えを重ねて作られたモデルであると

いうことで。２年程前にこれについては、

（日本語訳 2013 年 12

リンソンら原著：開原久代ら監

訳：「虐待を受けた子どもの愛着とトラウマの治療的ケア

～施設養護・家庭養護の包括的実践モデル～」） 

非常に興味深いお話を森先生から頂き、

その後に吉田さんから実際に違った視点か

らの子どもたちのケアということで、また

別の視点を頂きまして、こちらも大変興味

深く伺っております。かなり年長のお子さ

ん方のケアということで、非常にいろんな

 

昨日も里親の皆さんとお話をさせて頂い

ている中で、質問が出たのですが、里親と

いうのはそもそも愛情を注ぐ親という位置
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ありがとうご

ざいます。まずお二方、森先生と吉田さん、

素晴らしいお話をいただき、ありがとうご

ざいます。先ほど森先生からオーストラリ

のご報告をいただき

財団とは３年程

前から一緒にお仕事をさせていただいてい

るということで、大変良い事例のご紹介を

のモデル

ですが、これは、非常に熟慮を重ねた形の

モデルということで、２０年以上も前から

積み上げられた仕事の実績があるわけです

が。かなり詳細に渡って、いろいろな部分

から考えを重ねて作られたモデルであると

いうことで。２年程前にこれについては、

12 月

開原久代ら監

訳：「虐待を受けた子どもの愛着とトラウマの治療的ケア

非常に興味深いお話を森先生から頂き、

その後に吉田さんから実際に違った視点か

らの子どもたちのケアということで、また

別の視点を頂きまして、こちらも大変興味

深く伺っております。かなり年長のお子さ

ん方のケアということで、非常にいろんな

昨日も里親の皆さんとお話をさせて頂い

ている中で、質問が出たのですが、里親と

いうのはそもそも愛情を注ぐ親という位置

づけであるべきなのか、それともプロとし

ての里親であるべきなのかという、問いか

けが出ていました。

それではこれからいろいろな質疑応答に

入っていきます

どもたちのいろいろな形でのケアの仕方が

あるかと思いますので、それについても話

をしていきたいと思います。

「

先ほどご説明いただきました

のモデルですが、これは吉田さんにお話い

ただいた内容とはかなり異なる部分もあり

ます

かと思います。お二方ともご説明いた

たのは、やはりケアを離れる時、リ

グ・ケアのいかに難しい部分があるのか。

子どもたちが独立していくにあたって、い

かに困難な状況なのかということを触れて

いらっしゃいました

一方、

を通しての

るということで、また吉田ホームの方でも

一生家族の一員であるという

ておられる

話をいただいたかと思います。

と吉田ホームの違いというのは、やはり

Lighthouse

作りということでかなり整った形で提供さ

れているという点ではないかと思います。

その指導にあたる

士の方とかですね。ケアラー（養育者）に

もちゃんとしたサポートの体制が整ってい

るということです。これを

いますけれど

気を使う

うことです。これは若い子どもたちだけで

づけであるべきなのか、それともプロとし

ての里親であるべきなのかという、問いか

けが出ていました。

それではこれからいろいろな質疑応答に

入っていきます

どもたちのいろいろな形でのケアの仕方が

あるかと思いますので、それについても話

をしていきたいと思います。

「Lighthouse

先ほどご説明いただきました

のモデルですが、これは吉田さんにお話い

ただいた内容とはかなり異なる部分もあり

ますが、一方で

かと思います。お二方ともご説明いた

たのは、やはりケアを離れる時、リ

グ・ケアのいかに難しい部分があるのか。

子どもたちが独立していくにあたって、い

かに困難な状況なのかということを触れて

いらっしゃいました

一方、Lighthouse

を通しての life long

るということで、また吉田ホームの方でも

一生家族の一員であるという

おられるという意味では、同じようなお

話をいただいたかと思います。

と吉田ホームの違いというのは、やはり

Lighthouse のほうでは必要な支援を、体制

作りということでかなり整った形で提供さ

れているという点ではないかと思います。

その指導にあたる

士の方とかですね。ケアラー（養育者）に

もちゃんとしたサポートの体制が整ってい

るということです。これを

いますけれど、

気を使うような支援体制が整っているとい

うことです。これは若い子どもたちだけで

づけであるべきなのか、それともプロとし

ての里親であるべきなのかという、問いか

けが出ていました。 

それではこれからいろいろな質疑応答に

入っていきますが、社会的養護を受ける子

どもたちのいろいろな形でのケアの仕方が

あるかと思いますので、それについても話

をしていきたいと思います。

Lighthouse モデルと吉田ホーム

先ほどご説明いただきました

のモデルですが、これは吉田さんにお話い

ただいた内容とはかなり異なる部分もあり

、一方ではいろいろな共通点も多い

かと思います。お二方ともご説明いた

たのは、やはりケアを離れる時、リ

グ・ケアのいかに難しい部分があるのか。

子どもたちが独立していくにあたって、い

かに困難な状況なのかということを触れて

いらっしゃいました。 

Lighthouse のモデルで

life long membership

るということで、また吉田ホームの方でも

一生家族の一員であるという

という意味では、同じようなお

話をいただいたかと思います。

と吉田ホームの違いというのは、やはり

のほうでは必要な支援を、体制

作りということでかなり整った形で提供さ

れているという点ではないかと思います。

その指導にあたる supervisor

士の方とかですね。ケアラー（養育者）に

もちゃんとしたサポートの体制が整ってい

るということです。これを

、本当にケアラーの健康にも

な支援体制が整っているとい

うことです。これは若い子どもたちだけで

づけであるべきなのか、それともプロとし

ての里親であるべきなのかという、問いか

それではこれからいろいろな質疑応答に

、社会的養護を受ける子

どもたちのいろいろな形でのケアの仕方が

あるかと思いますので、それについても話

をしていきたいと思います。 

モデルと吉田ホーム」

先ほどご説明いただきました Lighthouse

のモデルですが、これは吉田さんにお話い

ただいた内容とはかなり異なる部分もあり

いろいろな共通点も多い

かと思います。お二方ともご説明いた

たのは、やはりケアを離れる時、リー

グ・ケアのいかに難しい部分があるのか。

子どもたちが独立していくにあたって、い

かに困難な状況なのかということを触れて

のモデルでは、一生涯

membership 会員にな

るということで、また吉田ホームの方でも

一生家族の一員であるというかかわり

という意味では、同じようなお

話をいただいたかと思います。Lighthouse

と吉田ホームの違いというのは、やはり

のほうでは必要な支援を、体制

作りということでかなり整った形で提供さ

れているという点ではないかと思います。

supervisor とか、心理

士の方とかですね。ケアラー（養育者）に

もちゃんとしたサポートの体制が整ってい

るということです。これを wellness 

本当にケアラーの健康にも

な支援体制が整っているとい

うことです。これは若い子どもたちだけで

づけであるべきなのか、それともプロとし

ての里親であるべきなのかという、問いか

それではこれからいろいろな質疑応答に

、社会的養護を受ける子

どもたちのいろいろな形でのケアの仕方が

あるかと思いますので、それについても話

」 

Lighthouse

のモデルですが、これは吉田さんにお話い

ただいた内容とはかなり異なる部分もあり

いろいろな共通点も多い

かと思います。お二方ともご説明いただい

ービン

グ・ケアのいかに難しい部分があるのか。

子どもたちが独立していくにあたって、い

かに困難な状況なのかということを触れて

一生涯

会員にな

るということで、また吉田ホームの方でも

かかわりをし

という意味では、同じようなお

Lighthouse 

と吉田ホームの違いというのは、やはり

のほうでは必要な支援を、体制

作りということでかなり整った形で提供さ

れているという点ではないかと思います。

とか、心理

士の方とかですね。ケアラー（養育者）に

もちゃんとしたサポートの体制が整ってい

 と言

本当にケアラーの健康にも

な支援体制が整っているとい

うことです。これは若い子どもたちだけで
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なくて、ケアラーのサポートもしていると

いう点が違いではないかと思います。 

「吉田ホームは例外的なモデル？」 

では実際に里親をどなたがケアすべきか、

ということです。これは吉田さんのお話の

ように、独自にいろんなネットワークを作

って、里親の方をケアする体制作りという

のをやっておられる場合もあるかもしれな

いのですが、一方で、そういった支援が受

けられていない里親の方もかなりいらっし

ゃるかと思います。吉田さんの先ほどのお

話ですが、本当に素晴らしい方であると感

じましたし、多くの inspiration を受けま

した。ただ一方で、他の多くの方が真似で

きるかという意味では吉田さんのモデルは

そこまで現実的ではないかもしれないと思

います。と言いますのは８人程のお子さん

と同じ家に住んで、５時くらいに非常に早

起きしてお弁当も用意して、というそこま

での大変なお仕事をこなせるのは本当に他

ではそういらっしゃらないのではないかと

いう、そういう意味では例外的なモデルで

はないかと思います。 

「一般的なケアモデル」 

今、ここにこうやって私たちが集まるこ

とができているのも、開原先生を代表とす

る 3 年間の研究プロジェクトのおかげで、

こういう機会をいただいておりますが、自

分の家族と一緒に住むことができない子ど

もたちにとって、最も適切なケアというの

がどういうケアなのかということが、我々

が研究課題に置いているポイントのひとつ

であります。これは家庭養護であれ、施設

養護であれ、どちらにしても何が一番適切

なのかということを子どもたちの視点から

見ています。 

例えば、専門里親という形での里親制度

を活用する場合もありますし、比較的小規

模なグループホームということで、５人～

１０人の子どもたちを世話したり、３人～

５人ぐらいの非常に小さな単位でのケアも

あります。もしくは Lighthouse のような

形での展開もあります。また、非行の青少

年を対象にした、より Security のあるホー

ムという形もあるかもしれませんが、かな

り大規模な４０人規模の養護施設もあるか

と思います。 

では、どういった施設がその子にとって

適切な施設なのかということですが、先ほ

どの吉田さんのお話にもありました通り、

小さなお子さんは里親のもとでお世話する

ほうがよいのではないかということです。

ほとんどの国ではそういうガイドラインの

方向で動いているかと思います。そして年

長の子どもたちが施設に入るという形態に

なるかと思いますが。 

「社会的養護に関する欧米の研究」 

私のほうでちょっとランダムにメモを取

っていますので、それぞれの違ったモデル

に関して私の考えを少し共有させていただ

いて、それから質疑応答という形で話を進

めていきたいと思います。 

これはイギリスで行われた研究ですが、

どの程度子どもたちの意見を取り入れて、

どこに措置するかを決めているのかという

調査結果です。子どもによっては家族とは

住みたくない、どこかの家庭に入るのは嫌

だということを明確に主張する子どももお

りました。明らかに施設に入りたいという

子どもも確かにおります。そういう子ども

はパーセントにすると割合では少ないのか

もしれませんが。ただ、どういう環境に住
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みたいのかということを、子どもの意見を

くみ取ることは正しいことだと思います。

例えばですが、既に自分には家族がいるの

に、どうしてまた別な家庭で過ごさなけれ

ばいけないのかという子どもいるかと思い

ます。 

カナダの Anglin という研究者は、Foster 

Care がほとんどの子どもに適した形態であ

ると言っていますが、必ずしもすべての子

どもに当てはまるかというと、そうではな

いと言っています。子どもによっては実の

親、実の家族以外の家庭に入るということ

で、やはりそこで自分の家族に対する忠誠

心が分裂してしまうような状況になってし

まうということです。また、別の家庭に入

ることのプレッシャーを感じてしまうこと

です。やはり親密性と言いますか、人との

つながりの絆の強さの意味で、別の家庭に

入ることに非常に違和感を感じてしまう子

どももいるということです。 

ここ１０年程の間に世界中で様々な研究

がなされてきましたが、里親家庭がおそら

くほとんどの子どもにとっては最も適切な

措置であるということが言われています。

かといってこれがすべてのケースに当ては

まるわけではないということなので、そう

いう意味で様々な選択肢を用意すべきであ

ります。ですから非常に quality の高いモ

デルが里親でも、施設でも必要になってき

ます。 

「地域、養育者との絆」 

お二方ともいかに地域社会とのつながり

が重要であるかというお話を下さいました。

吉田さんは特に、非常に地域の近隣の方々

とのつながりが、重要であるとおっしゃっ

ておりましたし、森先生も Lighthouse とそ

の地域の社会の皆さんがかなり助け合って

励まし合いながら活動を続けているという

お話があったかと思います。 

お二方とも愛着の問題に関しては、おっ

しゃったかと思いますが、施設ですと離職

する方も多いかと思いますが、離職が愛着

の問題の妨げになっていると思います。一

方で里親の家庭であればその問題がないか

というとそうでもなくて、里親がこれはも

う手におえないというような状況になると、

子どもはそこの家庭を離れなくてはいけな

い可能性もあります。そうなるとここで愛

着の絆は切られてしまいます。イギリスや

アメリカては子どもが２０か所以上の里親

家庭を転々とするケースもあります。吉田

さんもおっしゃっていたようにグループで、

大きな施設で過ごすことに大変ストレスを

感じる子どもがいる一方で、家庭という環

境のほうがストレスを感じる子どもも中に

はいます。吉田さんご夫婦のように７～８

人のお子さんを世話されながら実のお子さ

んも含まれているということですが、一方、

Lighthouse のモデルでは、大人が二人住ん

でいるわけですが、必ずしもこの二人が結

婚しているとか、パートナーであるという

わけではなくて、雇用されて Lighthouse で

仕事をしているという意味で親的な役割を

果たしているのです。そういう意味で、家

庭を作るということに関しても必ずしも結

婚した夫婦がかかわらなければならないと

いうわけではないのです。こういった意味

では別のモデルが存在し得るということで

すね。ですから「治療的家族モデルケア」

と呼ばれていますけれども、家族のようで

あり、実は本当の意味では家族ではなくて、

家族的なモデルであるということです。 
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「トラウマと発達障害と愛着障害」 

先ほどの吉田さんのお話の中で、当初、

非常にＩＱが低いのではと思われていたお

子さんで、実際のところかなりＩＱも高く

なったというお話がありました。ほとんど

養護を受けている子どもたちは、おそらく

半分以上の子どもたちは何らかのトラウマ

体験をしているということが察せられると

思います。こういうトラウマを受けた子ど

もたちというのは、いろいろとレッテルを

張られるわけですけれども、ADHD とか、何

か学習障害があるとか、いろんなラベルを

張られますが、その根底にあるトラウマ自

体がきちんと認識されていないがために根

本的な問題が治癒しないのです。ですから

愛着の問題など、そこの部分がきちんとケ

アされれば自ずから治癒する、癒されてい

くという状況になってくると思います。 

食べ物を盗んだりというお話もいただき

ましたけれど、ものすごく食べてしまうお

子さんのお話も大変興味深く伺いました。

多くの要保護児童がネグレクトの犠牲にな

り、いろいろ大変な思いをしてきた子ども

も多いと思います。先ほどのお子さんは栄

養失調状態であったかと思います。思うよ

うに食事も与えられていなかったような状

況だったかと思います。 

ここ１０年ぐらいの間で脳の発達に関す

る研究がなされておりますが、子どもたち

を養っていくには食べ物だけでは十分では

ないということが研究の結果、言われてい

ます。ですから子どもが成長を遂げていく

ためにはただ、食べ物を与えるだけでは十

分ではないということですね。やはり心が

きちんと通じ合うこと、心が非常に大事で

あると言われています。イギリスでは４０

年ほど前から言われていることですが、子

どもたちの成長がきちんと食事を与えられ

ているのにもかかわらず、うまく成長、発

達を遂げることができない、そこに不調が

生じていることが取沙汰されております。

今、先ほどの吉田さんの例で、非常に食べ

物の問題を抱えていたお子さんですが、物

理的な食べ物を与えられていない、飢えと

いう状況を確かに体験されていると思いま

すが、一方では愛情の欠乏も体験されてい

るわけです。その子が必要としていたこと

は、誰か愛情をもって世話をしてくれる人

だったと思います。ですから子どもたちが

きちんと発達を遂げて回復していくために

は、これは必須のものだと考えています。

これは環境が里親という家庭の中であれ、

施設養護であれ、やはり子どもが求めてい

る必要なものというのは、同じだと思いま

す。これはやはり往々にして、最初に措置

された体験をした子どもたちの中では、初

めてやっと世話をしてもらえる環境に来て、

そこで当初の期間、かなり大量に食べ物を

たくさん食べるというような現象は他でも

起こっています。 

また、先ほどおっしゃっていたように食

べ物を盗んだり、食べ物を隠して棚の中と

か、引き出しの中に入れて置いたとおっし

ゃっていましたね。ある意味、食べ物その

ものによって子どもたちは満足するという

ことはないのです。食べ物を求めていると

いうよりもこれまで与えられなかった愛情

を求めているのだと思います。その世話を

してくれる人を信頼することができて初め

て、先ほどのお子さんの例で言えば、吉田

さんを信頼することが出来て、初めていろ

んな栄養を受けることができ、愛情を含め
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た栄養をやっとその子が受け取ることがで

きるようになったのだと思います。十分に

長い期間、満たされた状況が続けば、それ

以上大量に食べる必要はなくなってくるわ

けです。先ほどのお子さんの例は、どうい

う形でサポートされ、どれだけの進歩があ

ったというお話ですが非常に興味深く伺い

ました。おそらく直感的に吉田さんは何を

この子は与えられていなかったから、こう

いう行動に出ているのか、すぐにお察しに

なられたのだと思います。懲罰的にその子

を罰するということはせずに、忍耐強く対

応されたのだと思います。今のような例は、

他の里親の家庭でも起こり得ることですし、

また、施設養護でも当てはまるケースであ

るかと思います。施設養護であれ、里親と

いう状況であれ、子どもがどちらのほうに

住んでいても、先ほどの吉田さんのように

直感的に状況を把握して対応することは、

必ずしもケアラーの皆さんに出来るわけで

はないと思います。ですから自然にそれが

身についている、備わっている方ばかりで

はないと思います。逆にこれは珍しいケー

スだと思いますので、そういう必要な知識

とか、経験、理解を他のケアラーの方にも

伝えていくにはどうしたらいいかがひとつ

の問いかけでもあると思います。 

「養育者の対応と子どもの発達」 

子どもにどういう対応をするかですが、

正しく対応をすることができるとその子が

トラウマから回復するという大きな変化を

遂げさせることが可能になると思います。

一方で誤った対応をしてしまうと、例えば

何て卑しい子だとか、そういう風に責めた

り罰を下したり、そういう対応をしてしま

うと逆に事態が悪化してしまうということ

で、まったく役に立たない、逆効果の結果

を導いてしまいます。 

子どもの発達ということに関して、２点

ほど更に申し上げたい点があります。１点

目としては研究の結果出ているのは、すべ

ての子どもたちがやはり自分たちは正常な

んだということを体験する必要があるとい

うことがわかっています。これは親元で暮

らしている子どもたちも同様で、また施設

養護、里親養育を受けている子どもたちも

同じように、発達段階にある子どもたちは

すべて自分はノーマルで正常なんだと感じ

る必要があることがわかっています。 

２つ目ですが、子ども同士の関係も非常

に発達上重要な要素であります。３歳～５

歳ぐらいの子どもで、他の子どもたちとう

まい関係づくりができる子どもはその後も

順調に発達を遂げることがわかっています。

これはやはり親がどういう風にかかわって

きたのかに起因しているのかもしれないの

ですが。施設養護であれ、里親のもとでの

養護であれ、いかに自分たちがノーマルな

のだと、正常な子どもだということを経験

させてあげられるかということと、いかに

子ども同士の良好な関係を築ける機会を与

えることができるのかということが、両方

の関係において重要だと言えるかと思いま

す。 

それでは吉田さん、お時間も限られてい

ますので、まずはじめに何かコメントをい

ただければと思います。あと３、４０分ご

ざいますので、皆さまからもご質問等あれ

ばぜひお聞きいただければと思います。 

ご質問される際は、Open question とい

うことで、どなたでも、という形でご質問

頂いても結構ですし、もしパネリストのど



 

なたかに具体的に名指しでご質問いただい

ても結構です。日本語で質問していただい

ても、

女性１

時に預かっているわけですよね。しかもそ

のうちの３人は障害があり、２人は精神科

に通っているというかなり大変なお子さん

ですね。ひとつの家庭が８人も子どもを預

かるということが可能なのかということを

感じています。頑張ってそれを可能にさせ

ていらっしゃると思いますが。いろいろな

国ではひとつの里親家庭が何人の子どもま

で預かることを認めているのかどうか、先

生に伺ってみたいのですけれども。

トムリンソン

ムの例はかなり

います。滅多にないですが、ただ

く他に事例が無いかというとそういうわけ

でもないのです。他の国においてもそうい

うことを、実際に実現されている方はいら

っしゃいます。ただ、いろんな意見もあり

まして、イギリスにおいてはそこまで多く

の子どもを同時に引き受けるということは

あまりポジティブに、肯定的に見ない人た

ちも確かにいます。ですから同時には２、

３人に制限すべきであるという意見を持っ

ている人たちもいます。私は必ずしもそれ
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際、一度家に来てください。障害のある子
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っ！本当に手帳を持っているの？」と、よ

く言われます。とても楽しく、私は里親冥
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そうではないですね。昔、私が施設で仕事
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をしていた時の話ですが、必ずしも子ども

の人数が少ないからやり易いかと言うとそ

うではなくて、逆にやりづらかった時もあ

りました。例えば７、８人のグループであ

れば規模は大きいですが、お互いにプラス

しあい、お互いに得るものがあったという

こともありました。人数が少ない、小さな

グループであればまた、難しい局面という

のが出て来るのです。非常に緊張感も高ま

ると言いますか、ひとりの子どもに何か問

題があると、それが全員に影響してしまう

ということもありました。今、記憶にある

のはひとり女の子。彼女は３人という数は

止めて欲しいと言っていました。４人、５

人、６人ならいいけれど、３人というのは

大変なので止めて欲しい、と言っていた女

の子がいたのを覚えています。 

女性２（里親）：たとえばファミリーホーム

とか、小規模児童養護施設と言うのは定員

が６とか１０とかですが、子どもの入居が

１人とか２人になる場合もあります。イギ

リスの治療的部門で、よりきめ細かくケア

するために１人、２人の入居というのはあ

るかと思いますが。暫定定員はあるのでし

ょうか？それとも公的、たとえ１人、２人

でも施設を運営していくだけの公的補助金

がちゃんとバックアップされているのか、

イギリスの例で聞きたいのですが。 

トムリンソン：支給はひとり当たり、個々

人に対して支払われています。そういう意

味では施設での養護の場合は何名まで収容

できるというのは制限があります。里親に

関してですが、これはケースバイケースで。

その里親家庭でどれくらいのお子さんに対

応できる能力があるのかを個別に評価して

いきます。 

開原：英国では、子どもの数が足りないと、

それだけ予算がおりないから大変だという

お話を2011年にSACCS治療センターを訪問

した時に伺いましたが。 

女性２：そうです。定員が設定されている

ので多いほうがいいです。大変ですけれど。

だけど、ファミリーホーム、里親にしても

公的補助金が少なくなると里親もできなく

なるという現状にぶちあたるかと思います。

もちろん、皆さん、福祉の心があるのでそ

ういうものじゃないと思いますが、やっぱ

りどうしても職員を雇ったり、いろんな

方々を有償ボランティアでお願いすること

があるので。施設を運営していく場合にそ

こが一番大事になるのでは。 

トムリンソン：イギリスの場合ですが、あ

る里親制度を運営している組織があります。

そこに里親は雇用されるような関係、雇用

関係を結ぶというそういうケースもありま

す。ですから給与を得ながら里親として働

き、子どもを見ていない期間があっても給

与を受け取るという体系があります。先ほ

どもおっしゃっていたかと思いますが、や

はり安定性というものが必要になってきま

すので、もし、里親の方にたまたまお子さ

んが途切れた時にまったく報酬が入って来

ない、収入を絶たれるような状況になって

しまうと、里親として継続することを諦め

ざるを得ないという状況になると思います

ので。 

吉田：子どもが来なくなった時は、里親不

適格と児童相談所が判断したんだろうと思

うようにしています。私は仕事としている

つもりはまったくないので。１０年ぐらい

したら、ただの里親に戻りたいと主人と話

しています。そして１人か２人預かって、
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里親人生を終わりたいと思っています。私

は里親は親だと思っているのです。だから

子どもの実親がいて、親のほうに帰したほ

うがいい子を一時保護で預かっていますが、

う～ん、これは私が預かるべき子どもじゃ

ないのでは、施設のほうがいいのではと思

っています。施設に専門性を高めてもらい

たいと言うのは変かもしれませんが、とて

も難しいお子さんを守り育てるようなユニ

ットを施設内に作ってもらって預かるお子

さんがいてもいいのではないかと。うちに

来るような子はやっぱり親御さんとのつな

がりが少なくて、もめるとすべて実親がと

りしきるという形が無いようなお子さんを

お預かりするほうがいいと私自身は思って

います。だから、うちには親御さんのある

お子さんや帰せるようなお子さんは、うち

ではなくて、小規模化された施設に預かっ

ていただけるのが嬉しいなって思います。 

トムリンソン：今の件に関して、非常に興

味深く伺いましたが、最近ちょっと研究論

文を見ていましたら、ある研究結果で長期

的に実の親が非常に大きな影響を子どもに

もたらすということです。これは里親であ

れ、施設養護を受けているのであれ、多く

の場合、退所したときに実の家族のもとに

戻っていく子どもたちが多かったのですが、

実の家族、親との関係を維持していく、接

触を保っていくという意味では施設に入所

したほうがいいという結果が出ております。

これは里親のもとに置くよりも実親との関

係を維持していくという視点から考えると、

施設養護のほうが適しているというような

結果なのです。やはり里親にもよるとは思

いますが、生みの親とどうかかわるかは非

常に難しい問題だと思います。国によって

は多くの場合、里親になりたいとおっしゃ

る方は子どもが欲しいという願望がある方

が多いのです。ですから人生の中で、生活

の中で子どもとのかかわりを持ちたいとい

う、その感覚を求めている方が多いのです。

やはり生みの親、実の親がそこに介在して

しまうと、ある意味脅威であり、競争相手

になってしまうということですね。これは

実親にとっても同じことで。自分の子ども

を持って行かれた、取られてしまったとい

うような競争が発生してしまうので、非常

に難しい関係になってしまいます。これは

共存できないこと、一切不可能だと言って

いるのではないのですが、非常に難しい状

況にあると思います。 

吉田：お先に帰らしていただくので、最後

に皆さんにひとつだけ言っておきたいと思

うのは、うちの娘（特別養子）が「お母さ

ん」って、私に。「私は大人になったら里親

はするよ、だけどファミリーホームはしな

いよ」って言っているのです。「里親はする

からね」って。それが私がずっとやってき

たことをみてきた、今、１７歳の娘の言葉

です。だから子どもから見ても、いっぱい

に増えていっても２、３人だった時が一番

楽しかったのではないかと思います。すみ

ません、先に帰らせてもらうことになるの

で、申し訳ありませんけど、これで私、失

礼します。（拍手） 

トムリンソン：吉田さん、ありがとうござ

いました。 

 

女性１：私ばかり発言して申し訳ないです

が、先ほどトムリンソン先生は、里親と言

うのは親であるのか、それともケアラー

(carer) で あ る の か 、 ケ ア ギ バ ー
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(caregiver)として考えたほうがいいのか

ということをおっしゃっていましたね。国

際的な傾向では親という言葉を使わなくな

って、ケアラーとか、ケアギバーという言

葉がどんどん使われておりますけれども。

その辺りをどういう風に考えたらいいのか。

日本では「親」ですよね、だから実親に代

わって子どもを育てる親、そういう意識で

里親さんになられる方が多いのではと思い

ます。そういう考え方は少し時代遅れなの

でしょうか？ 

トムリンソン：それぞれの国に文化的な背

景等がありますので、この国で、日本では

それが問題になるかどうかという視点で考

えればよろしいかと思います。国によって

はあまり「親」という言葉を使うことがち

ょっと問題になってしまうケースが出てき

ました。そういう意味で里親ではなくて、

フォスター・ケアラーという形の呼び方に

していくような国もあります。と言います

のは子どもたちが、親と名の付く人が複数

いると、２人いたり、もしくは２家庭あり、

親が存在すると子どもが混乱してしまうと

いうことで、あえて「parents」「親」とい

う呼び名を止めてしまうという流れもあり

ます。これは日本で問題がそういう意味で

生じているかどうかということで、判断し

ていただければと思います。 

あとは選択肢を与えるという考え方もあ

ると思います。例えば、里親家庭に委託さ

れた時にどういう呼び名で呼びたいのか、

ということを子どもにまず尋ねることです。

こちらの配布資料（英国における里親のリ

クルート）にもあるように例えば「お父さ

ん」と呼びたいのか、「ケアラー」という言

い方をしたいのか、それとも私であれば

Patrick と名前で呼びたいのかと。あと学

校であれば自分の親という位置づけで他の

目もありますので、どういう風に呼びたい

かは、子どもに相談して、委託された段階

で、お互いに納得できる呼称で呼び合うと

いう選択肢もあるかと思います。 

女性１：私たちは、このプロジェクト研究

で去年、フランスの里親機関を調査訪問し

ましたが、その時の里親機関の人の話では、

子どもが里親さんを「ママ」と呼んでいる

場合は注意して「ママ」と呼ばないように

させなさいという指導をしていると言って

いました。なぜかと言うと本当のママがそ

う言われては困ると実親が言っているから、

実親のために里親を「ママ」と呼ばせない

と伺いました。 

トムリンソン：今の件に関しては何かひと

つ正解があるというわけではないと思いま

す。いろいろなやり方がありますので。そ

ういう意味では今は親と呼ばない潮流があ

ります。１０年後にはまた違った流れが出

て来て、「ケアラー」ではなくて、「parents」

という言葉を使っているのかもしれません

し。何か確固たるやり方が決まっているわ

けではないと思います。ただ、さっきおっ

しゃっていたような内容はやはり考慮すべ

き点であると思いますね。子どもにとって、

もしくは実の親にとって何がいいのか。呼

び名によって里親にとって何か問題が生じ

るのかどうか、というところはやはり配慮

すべきだと思います。 

それでは Lighthouse について何かご質

問等おありの方いらっしゃいますか？ 

男性２（専門里親）：里親をしております。

家庭的養護が子どもに良いということで、

国連の子どもの人権に関するところから改
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善を迫られて、日本もその要求を受けて委

託率をどんどん上げていこうという政策で

アセスメントはしているのでしょうが、い

ろんな課題を抱えた子どもが複数で里親と

か、ファミリーホームに入って来るように

なってきました。そこでそういう苦情が水

面下ではたくさん起きつつあのではないか

とちょっと危機感を持っています。本来

Lighthouse のシステムのように、そういう

養育者をバックアップするようなシステム

があれば、リスクも分散するのでしょうが。

日本の場合は、全然そういう動きがないの

で、どうしたものかなと思っています。フ

ァミリーホームの場合は補助者を付けると

いうことで、補助者の役割とか、身分の保

証とかは、とってつけたような状態なので

す。やっぱりいろんな意味で、小集団の中

で起きやすい暴力とか、特に思春期の性に

関する問題が複数の子どもたちが複雑に関

与して、大変なことになりつつあるのでは

と思っています。というのも、この制度が

始まってからファミリーホームは急に数が

増えてしまって、実態も調査の中身が追い

ついていないのではないかと思っています。

そこで、補助者というのは、社会と家庭の

その中間にあるようなイメージなので、む

しろ補助者という名前が作動して、もっと

かなり大事な役割をきちんとシステムの中

で権限を持ってやれるようになればいいの

かなと思っていました。森先生のお話を伺

って、まさに理想と言うか、向かうべき方

向が見えたなと思いました。でも顧みて日

本の状況を思う時に、ファミリーホームの

中での虐待であるとか、子ども間の問題と

かがどんどん起きて来るのか不安です。養

育者がどういう体験をしていて、何を必要

としているのか。やはりファミリーホーム

の特徴によって、いろいろ養育者の取り得

る役割とか、補助者の取り得る役割が違う

と 思 い ま す が 、 下 手 に 理 想 的

(extraordinary)なものを見せられて、教え

られてしまったので、少し暗澹たる気持ち

です。感想ですけれども。 

森：私もいろいろお話を伺って、吉田ホー

ムの場合は、補助者の人もちゃんと社会保

険も固定給もちゃんとあって、専門職とし

て入られていますね。そういう視点を持っ

て、かかわられているということがわかっ

たのと、本当にあれだけの人数で、ファミ

リーホームとして機能しているというのは、

本当に稀有なことかと思っています。ひと

つ、やはり Lighthouse に伺って思ったの

は、地域でのネットワークがすごく強いの

です。吉田さんがおっしゃるには、田舎で

ご主人もそこで育って、みんな周りの人た

ちがよく知っているというところで、大人

の目がたくさんありますね。だから、子ど

もたちが、どこかに行ってしまっても、あ

そこであんなのを買っていたよとか、話が

きたりで。そういうところがあって、機能

しているという風に感じました。だからそ

れは都心ではどうかと、吉田さんのお話を

伺って感じました。本当にそういう地域の

目というよりは、吉田さんの場合は個人の

お母さん同士のネットワークとか、そうい

うものを駆使して、何とか地域で守れるよ

うにしていらっしゃるから続けてこられた

という感じがしました。 

男性２：個人的なネットワークを作る力量

とか、いろんな機関に恵まれている人と、

そうでない人がはっきり分かれていて。恵

まれていない人のほうが僕はかなり多いの
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ではないかと、自分の経験から思っている

ところです。ですから最低限のところは担

保されるシステムみたいな、モデルが見え

て来て、それがリンクされていかないと、

いけないのかなと思います。何かこれから

だという気がしています。 

トムリンソン：そうですね。昨日、里親さ

んたちといろいろとお話をしましたが、や

はり今の児童相談所とか、児童福祉行政を

責めるような形でやっても、もう全然解決

しない。別の組織がやっぱり必要だと。そ

れで支援機関のほうでどれだけ担えるのか

ということなど、これから出てくると思い

ます。やはり里親さんに対して、集中して

サポートできるようなところがないと子ど

もだけじゃなくて、里親さんの両方のケア

をするという、両輪でやっていけるような

システムを作る必要があるということを話

し合いました。今の社会では、地域で助け

てもらえるというのは、あまり期待できな

い部分があります。 

男性２：特に日本では、里親をやっている

と、なかなか誰でもできることではありま

せんよと言われる。要は奇特な人がやるこ

となのですね。いい意味で、非常識な人な

のです(extraordinary)。そういう意味では、

孤立しやすい、地域の中で孤立しやすい力

が働いている中で、吉田さんみたいな理想

的な話を聞くと逆に元気をなくしてしまい

ます（笑）。俺は無理だろうって。後に続く

人たちが、システムが安定して見える形が

示されないと、なかなか増えないのでは。 

森：本当にそう思います。私、最近つくづ

く思ったのですが、里親さんが増えないと

いうのは、里親さんが吉田さんみたいに「楽

しいですよ！やりましょう！」って、言え

ない人が多いからだと思います。上からい

くら言っても国が「もっとやりましょう、

１６％まで増やしましょう」と言っても増

えないですね。やはり、里親さんが言った

ことで、私もやってみたいと思うかどうか

だと思います。そういう里親さんを支援す

るシステムが、きちんと機能していなけれ

ば楽しいと言えない。どんなに高い志を持

って里親さんになられている方も、そこを

くじくようなことが次から次へと起きて来

ることがあることを私はいろんな方からお

伺いして感じます。もちろん児相の責任と

かでは、もう全然解決にならないので、そ

ういうことを言おうと思っているのではな

いのです。システムの見直しをしないと増

えるのは難しいと今はすごく思っています。 

トムリンソン：ちょっと私のほうからもあ

と２点ほど質問と言いますか、伺いたい点

があります。あとお二方から挙手があった

と思いますが、もうひとり、ご質問がおあ

りと思いますが。 

男性３（学生）：大学４年の学生です。この

Lighthouse に関してですが、今、日本にあ

る施設でもない、里親でもない、独自の社

会資源として非常に興味をひかれるもので

すが、何点か質問したい点があります。 

まず１点目が、運営にあたっての財務状

況に関してです。設立者のスーザンさんが、

結構、講演なんかで寄付を募っている話が

ありましたが、何か運営にあたる資金の関

係で公的な支援があるのか。それとも基本

的にはスポンサーや個人からの寄付による

運営で成り立っているのか。どういう風に

運営しているのかがまず１点です。 

もう１点がケアラーさんに関して。結構

採用にも力を入れているようなお話があっ
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たと思いますが。実際にケアラーさんにな

る方が、どのようなバックグラウンドを持

っておられるのか。例えば、保育学であっ

たり、心理学であったり、青少年の育成に

係るような知識をある程度持っている方な

のか。それとも専門職とは別に、割と普通

に一般の方が来られるのか、そういった部

分を教えていただければと思います。 

森：１点目ですけれども、財政面に関して

は寄付とそういう財務関係のセクションが

あって、助成金を申請したりして、得てい

るようです。国からの援助はそれほど多く

ないと聞いています。パトリックさん、何

かご存じですか？ 

トムリンソン：資金をいかに集めるかと言

うのは非常にスキルを要する大変な仕事だ

と思いますが。Lighthouse の場合は、地域

の実業家ですとか、富裕層の個人の方がか

なり多額の寄付をされていることもあるの

ですが、その他にも寄付を募って賄ってい

るようですね。 

森：あと、ケアラーのことですが、若い方

は心理の学部を出た人とか、福祉の大学院

に行ってらっしゃる方とか、年齢がいって

いる方は学歴までは聞いていないのですが、

経験としては里親経験とか、いろんな福祉

の経験を積んでいる人ということです。こ

れが私が聞いた範囲でありますが、パトリ

ックさんのご存知のことがありましたら。 

トムリンソン：その件については特にない

です。ほとんどもう終了時間ですか？ 

司会：多少、長引いています。 

男性１：先ほど、里親ではなく、施設がい

いこともあるとおっしゃったんですが。私

たち、施設というと子どもが６０人～１０

０人、大集団で育つイメージがあります。

この子たちは里親ではなく、施設がいいと

いうのは、どういう施設をイメージしてい

るのか？日本のような大集団に対するイメ

ージなのか、それとも本当に少人数の施設

をイメージしているのか？そこをちょっと

お尋ねしたい。 

トムリンソン：両方あり得ると思いますが。

ほとんどの子どもたちは、みずからのニー

ズさえ満たしてもらえれば、それほど施設

の規模とか大きさにはこだわらないと思い

ます。きちんと有効に機能している施設で

あれば、ニーズさえ満たされていれば満足

だと思います。非常に大規模な施設なのか、

それとも小舎制なのかということに関して

いえば。あとは、親との問題がないかとい

うことも考慮点としてはあります。世界的

な潮流としては、小舎化ということが挙げ

られると思いますし。より小さな単位で子

どもたちを面倒見なくてはいけないという

ような、あまり大きな施設でのケアは勧め

られないという流れがあると思います。そ

して、里親家庭でのケアというような流れ

にはなっているかと思います。ただ、大人

になった施設出身者に聞くと、例えば自分

は楽しかったと言う方も、施設で育ったけ

れども特に問題はなかったという人も中に

はいると思います。ですから、やはり個人

の意見によってケースバイケースではない

かと思います。施設を好むとか、もしくは

もっと小さな単位でのケアを好むとかは、

やはり個人、個人の嗜好があるかと思いま

すが全体の流れとしては小規模なホームに

向かってはいると思います。 

男性１：聞いていて、親を内在化している

のかな、と思うのです。やはり心に親がい

る子と、まったく親がいない子とわけて考
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えていかないといけないのかなと私は思っ

ています。 

トムリンソン：おっしゃる通りですね。も

し、まったく親という感覚を持ち合わせて

いない子どもたちであれば、自分たちが親

になるために、その親とのかかわりという

感覚を成長の過程の中で必要としていると

思います。これは単なる問いかけであるの

ですが。親以外の誰かが本当に親のように

やれるのか、ということですね。例えば養

護施設において、そこでケアを受けている

子どもたちが、あたかも親が存在するかの

ような経験を本当にできるのかということ

です。私が世話をしたある男の子ですが、

その子は私のことを「お母さんみたいだ」

と言っていたのですが。本当に母のように

慕ってくれたのですがーーー。 

男性１：日本には「瞼の母」という言葉が

あるんですね。親を内在化した、生みの親

でなくても育ての親という。 

トムリンソン：非常に興味深い点です。こ

の内在化という意味です。先ほどの話の私

のことを母親のように思っていた男の子で

すが、いつも私の胃のあたりを突っつくん

ですね。ずっとそればかりやっているので

「この中に何があると思うの？」と聞いて、

絵を描かせたんですね。そうすると胸とい

うかおっぱいが出てきたのです。明らかに

私、女性ではないので、ちょっと心配にな

ってしまいました。この件を精神科医に相

談したところ、それは特に問題ではないで

あろうということで。その男の子が退所し

た時には、「私から生まれて出てきたかのよ

うな感じがする」というようなことを言っ

て、出ていったんですけれども。（笑い） 

司会：ちょっと時間が過ぎてしまいました

が、補足することは？ 

森：さっきの財政面のところで思い出しま

したが、パトリックさんもおっしゃったよ

うに、すごいお金持ちの方がいて。ホーム

もひとつは、建築会社の寄付でできている

ところと、もうひとつは、病院の寄付で運

営されている建物を作ってもらって、とい

うところがあります。あと、さっきも言い

ましたが、地域の委員会がバザーとか、お

金を集めるようにと、各ホームに委員会が

あるので、それぞれのところでお金を集め

ていました。Lighthouse のほうは、定員が

４人。出たり入ったりするので、私が行っ

た時には４人のところが２人でした。また

ひとりが入る予定でという状態でやってい

ますので、手はかなり厚くかけられるのか

な、というところです。すみません、以上

です。 

 

司会：２０分の超過となりましたが、その

分しっかりと大事なテーマについて話し合

いができたと思います。それで、閉会の挨

拶をと思っていたのですが、開原先生がこ

れ以上付け加えることはなく、大変素晴ら

しかったとおっしゃっておられますので。

最後はシンポジスとの森先生とパトリック、

それから通訳の方に拍手で終えたいと思い

ます。 

（拍手） 

 

《以上終了》 

 

 

男性１：ありがとうございました。 
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表１   わが家にやってきた子どもたち（吉田菜穂子氏講演資料） 

わが家に委託された子どもたち  1998 年～2013 年 

 委

託

年

齢 

解

除

年

齢 

現在受

託中の

子ども

7 名 

性

別 

委託までの経緯 虐

待 

非

行 

障

害 

委 託

期間 

① 2 歳 3 歳  女 乳児院（生後すぐから 2歳）→ ― ― ― 1 年 

② 4 歳 6 歳  男 家庭→ ― ― ― 1 年 3 か

月 

③ 2 歳 4 歳  男 家庭→ ― ― ― 1 年 3 か

月 

④ 15

歳 

18

歳 

 女 家庭→親族宅→実父宅（小 5）→親

族宅→一時保護所（4か月）→ 

○ ― ○ 3 年 4 か

月 

⑤ 2 歳 2 歳  女 家庭→ ○ ― ― 1 か月 

⑥ 15

歳 

17

歳 

 女 家庭→一時保護所（4か所以上）→

児童養護施設→児童自立支援施設

（1年）→ 

― ○ ○ 1 年 9 か

月 

⑦ 11歳 12

歳 

 男 家庭→児童養護施設（小 2～小 5）

→ 

○ ― ― 1 年 4 か

月 

⑧ 8 歳 ― 特 別 支

援中 2

（ 13

歳） 

男 乳児院（生後すぐから 2 歳）→児

童養護施設（2歳～小 1）→知的障

害児施設（小 2～小 3）→ 

― ― ○ 4 年 10

か月 

⑨ 16

歳 

19

歳 

 男 家庭→一時保護所(3 か月)→ ○ ○ ○ 3 年 3 か

月 

⑩ 13

歳 

14

歳 

 男 家庭→一時保護所→ ○ ― ― 10 か月 

⑪ 15

歳 

16

歳 

 女 家庭→児童養護施設（4歳～15 歳）

→一時保護所（3か月）→ 

― ○ ― 8 か月 

⑫ 16

歳 

17

歳 

 男 乳児院→児童養護施設（小 5まで）

→情緒障害児短期治療施設→児童

自立支援施設→元の児童養護施設

（中 3～高 1）→一時保護所→ 

― ○ ○ 1 年 1 か

月 

⑬ 15

歳 

― 私 立 高

3 （ 18

歳） 

男 家庭→一時保護所→家庭（10 回以

上繰り返し）→児童自立支援施設

(13 歳～15 歳)→家庭→ 

○ ○ ○ 3 年 7 か

月 
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⑭ 8 歳 8 歳  男 家庭→一時保護所→家庭（繰り返

し）→ 

― ― ― 2 か月 

⑮ 6 歳 6 歳  男 家庭→一時保護所→家庭（繰り返

し）→ 

― ― ― 1 か月 

⑯ 13

歳 

― 私 立 高

1 （ 16

歳） 

女 乳児院（生後すぐから 2歳）→（家

庭→一時保護所→家庭の繰り返

し）→一時保護所（3か月）→ 

○ ― ○ 3 年 2 か

月 

⑰ 12

歳 

― 中 3（14

歳） 

女 家庭→児童自立支援施設（10 か月）

→ 

○ ○ ― 2 年 10

か月 

⑱ 16

歳 

― 特 別 支

援 高 卒

後、工場

に て 就

労（ 18

歳） 

女 家庭→児童養護施設（1 歳半～15

歳）→家庭→一時保護所（1か月）

→ 

○ ― ○ 2 年 6 か

月 

⑲ 17

歳 

18

歳 

 男 家庭→一時保護所（6か月）→ ― ○ ― 7 か月 

⑳ 15

歳 

16

歳 

 女 家庭→母子支援施設→家庭→児童

養護施設→家庭→ 

○ ○ ― 9 か月 

㉑ 16

歳 

17

歳 

 女 家庭→一時保護所（3か月）→ ○ ○ ― 11 か月 

㉒ 15

歳 

― 特 別 支

援高 1

（ 16

歳） 

女 家庭→一時保護所→他の里親（8か

月）→ 

○ ― ○ 7 か月 

㉓ 17

歳 

― 公 立 高

2 （ 17

歳） 

女 家庭→一時保護所（2か月）→ ― ― ○ 1 か月 

 平均

12

歳 

平均

12

歳 

平均 16

歳 

男 11 名 

女 12 名 

12

名 

9

名 

10

名 

平均 1年

6 か月 

   受託した時の年齢は、幼児 4 名、小学生 4 名、中学生以上 15 名 

男 11 名・女 12 名で男女比は同じぐらい。 

措置解除後に家庭復帰した子どもは 11 名、自立して一人暮らし子どもは 2 名である。 

季節里親は除く。

 


